
は
じ
め
に

　

双
盤
念
仏
は
尺
鉦
と
い
わ
れ
る
半
径
一
尺
も
し
く
は
一
尺
一
寸
の
大
き
な
鉦
を
横
叩
き
に
叩
き
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
も
の
で
、
も

と
は
双
盤
の
名
に
あ
る
よ
う
に
二
枚
鉦
を
向
か
い
合
わ
せ
に
し
て
僧
が
叩
き
、
浄
土
宗
の
儀
礼
と
し
て
成
り
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
念

仏
は
引
声
の
称
え
で
あ
る
。
引
声
念
仏
に
双
盤
鉦
が
伴
っ
た
の
は
双
盤
鉦
の
出
て
く
る
江
戸
時
代
の
元
禄
（
一
七
〇
〇
年
）
こ
ろ
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
双
盤
鉦
は
民
間
に
下
降
し
、
法
要
の
一
端
を
担
う
な
ど
し
て
、
独
自
の
叩
き
方
を
編
み
出
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

筆
者
は
す
で
に
全
国
の
双
盤
念
仏
の
報
告
を
記
し
て
い
る（
１
）。

こ
の
稿
は
関
西
に
ひ
ろ
が
る
在
俗
の
方
に
よ
る
双
盤
念
仏
を
中
心
に
し
た

事
例
報
告
で
あ
る
。
僧
侶
に
よ
る
双
盤
念
仏
に
百
万
遍
知
恩
寺
、
清
凉
寺
、
西
山
浄
土
宗
の
白
木
念
仏
が
あ
り
そ
れ
も
記
し
た
。

　

関
西
は
四
十
一
ヶ
所
の
調
査
を
し
た
が
、分
布
は
滋
賀
県
の
安
土
浄
厳
院
に
発
す
る
楷
定
念
仏
地
区
と
そ
の
他
の
地
区
に
分
か
れ
る
。

楷
定
念
仏
地
区
は
雲
版
太
鼓
と
双
盤
鉦
を
用
い
、他
は
双
盤
鉦
の
み
で
あ
る
。楷
定
念
仏
に
関
し
て
は
滋
賀
県
安
土
以
南
の
蒲
生
・
野
洲
・

守
山
・
栗
東
と
甲
賀
を
含
む
浄
土
宗
約
三
百
ヶ
寺
に
遍
く
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
区
の
現
行
の
在
家
双
盤
念

仏
は
事
例
の
ご
と
く
京
都
三
ヶ
所（
地
念
仏
と
い
い
真
如
堂
の
影
響
が
強
い
）、奈
良
二
ヶ
所
、和
歌
山
一
ヶ
所
、兵
庫
一
ヶ
所
と
少
な
い
。

関
西
の
双
盤
念
仏
（
鉦
講
）
と
双
盤
鉦

　
　

 

坂　

本　
　
　

要

三
九



し
か
し
融
通
念
仏
宗
・
浄
土
宗
西
山
諸
派
で
も
僧
が
叩
い
て
お
り
、
双
盤
鉦
の
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
多
い
。

一　

楷
定
念
仏

　

１　

安
土
浄
厳
院　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
慈
照
寺 

（
一
九
九
九
／
一
〇
／
九
・
二
〇
〇
〇
／
一
〇
／
九
・
二
〇
一
五
／
三
／
八
調
査
）

　

楷
定
念
仏
は
安
土
浄
厳
院
（
近
江
八
幡
市
）
が
元
で
あ
り
、
雲
版
と
双
盤
鉦
で
称
え
る
念
仏
で
、
滋
賀
県
の
湖
南
地
区
か
ら
甲
賀
地

区
一
帯
に
広
ま
っ
て
い
る
。
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
織
田
信
長
の
命
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
日
蓮
宗
と
浄
土
宗
の
論
争
、
安
土
宗
論
で

浄
土
宗
が
勝
利
し
た
こ
と
で
、
一
名
勝か
ち
ど
き鬨

念
仏
と
も
い
わ
れ
る
。
勝
鬨
の
名
は
日
淵
の
記
し
た
『
安
土
宗
論
実
録
』
に
は
浄
土
宗
が
宗

論
に
勝
っ
た
「
其
時
総
人
数
一
同
ニ
鬨
ヲ
瞳
ト
上
ル
」
か
ら
き
て
い
る
。
安
土
の
宗
論
は
織
田
信
長
の
対
法
華
宗
に
対
す
る
弾
圧
や
宗

教
政
策
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
仕
組
ま
れ
た
騒
動
で
あ
り
、
事
後
処
理
を
ふ
く
め
て
そ
の
後
長
く
語
り
つ
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
２
）。

楷
定

念
仏
が
成
立
し
た
と
き
、
当
時
敷
衍
さ
れ
た
勝
鬨
の
名
が
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

安
土
問
答
は
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
法
華
宗
の
僧
侶
の
袈
裟
を
は
ぎ
と
り
、
そ
の
時
と
こ
ろ
構
わ
ず
鳴
り
物
の
す
べ
て
を
た
た
い
て

喜
ん
だ
こ
と
に
発
す
る
念
仏
と
い
わ
れ
る
が
、
何
故
禅
宗
の
鳴
り
物
で
あ
る
雲
版
が
使
用
さ
れ
た
の
か（
３
）、

い
つ
現
行
の
叩
き
や
念
仏
の

唱
え
が
成
立
し
た
の
か
不
明
で
あ
り
、
起
源
伝
承
と
し
て
安
土
宗
論
の
話
が
伝
わ
っ
て
い
る（

４
）。

　
「
楷
定
」
の
語
は
善
導
の
『
観
経
疏
』
の
最
後
に
「
某
今
此
観
経
の
要
義
を
出
し
て
古
今
を
楷
定
せ
ん
と
欲
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る

語
で
『
観
経
疏
』
自
体
を
『
楷
定
疏
』
と
も
言
っ
た（
５
）。

意
味
は
法
式
を
正
し
解
釈
を
定
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
浄
土
宗
の
中
で
は
一

般
化
さ
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
は
十
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
を
十
夜
と
し
、
三
日
と
五
日
の
夜
に
楷
定
念
仏
を
行
な
っ
た
。

　

現
行
で
は
十
月
九
日
の
十
夜
日
中
法
要
に
維い

那の
う

の
僧
一
人
が
双
盤
と
太
鼓
を
た
た
き
、
在
家
二
人
が
双
盤
三
枚
で
合
わ
せ
鉦
を
た
た

四
〇



く
。『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究　

資
料
編
』（
注
５
参
照
）
の
写
真
で
は
僧
が
双
盤
も
叩
い
て
い
る
。
近
辺
の
寺
で
も
叩
い
て
い
る
が
、

譜
を
作
っ
て
統
一
し
て
い
る
。
楷
定
念
仏
は
法
要
の
僧
の
入
堂
前
に
始
ま
り
、
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
着
座
す
る
。

　

叩
き
方
称
え
方
を
、
簡
略
に
順
を
記
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
初
め
の
部
分
は
「
歌
念
仏
」
と
い
い
、
音
頭
と
大
衆
が
掛
け
合
い

な
が
ら
、
互
い
に
三
唱
し
、
そ
れ
を
三
度
繰
り
返
す
。
そ
れ
か
ら
鉦
と
念
仏
を
称
え
る
が
何
々
打
ち
は
鉦
を
強
く
叩
く
回
数
で
、
流
し

は
鉦
の
み
で
あ
る
。【
楷
定
念
仏
３
（
掛
け
念
仏
）
×
３
↓
三
ツ
打
・
二
ツ
打
・
一
ツ
打
・
曲
打
ち
↓
中
流
し
↓
一
ツ
打
↓
曲
打
ち
↓

大
流
し
】
別
に
回
向
鉦
と
い
っ
て
説
経
台
に
上
っ
て
僧
侶
の
称
え
る
念
仏
が
あ
っ
た
。

　

現
存
す
る
雲
版
の
年
号
は
な
く
、
双
盤
鉦
の
二
枚
は
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
二
枚
、
伏
せ
鉦
を
吊
る
し
た
安
永
七
（
一
七
七
八
）

年
一
枚
で
、
双
盤
念
仏
の
鉦
か
ら
み
て
楷
定
念
仏
の
成
立
は
安
土
宗
論
の
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

双
盤
二
枚　

元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
、
吊
る
し
鉦　

一
枚　

安
永
七
（
一
七
七
八
）
年

　

雲
版
銘　

 （
表
）
近
江
国
蒲
生
郡
安
土
浄
厳
院
什
物　
（
裏
）　

先
祖
代
々
實
誉
修
月
浄
真
居
士　

宣
ヨ
浄
月
妙
真
大
姉　

施
主
中
野
村
小
嶋
十

兵
エ　
　

金
屋
村
松
吉
佐
兵
エ
作

　
　
　
　
　

 

双
盤
銘
（
二
枚
同
じ
）　

元
禄
四
未
天
五
月
十
五
日
當
院
法
誉
代　

施
主
鷹
飼
村
住
清
右
エ
門　

江
刕
蒲
生
郡
安
土
浄
厳
院
扣
鐘　
　

為
清
誉
浄
光
円
誉
妙
音
教
誉
道
白
白
誉
妙
林
林
誉
知
覚
菩
提
也　
（
安
永
七
年
足
が
つ
い
て
い
る
伏
せ
鉦
を
双
盤
枠
に
吊
る
し
た
も
の
）

　

浄
厳
院
の
楷
定
念
仏
は
旧
安
土
町
と
旧
近
江
八
幡
町
（
現
近
江
八
幡
市
）
の
安
土
町
・
金
田
村
・
武
佐
町
・
老
蘇
村
の
十
五
ヶ
寺
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
中
筋
組
八
ヶ
寺
・
街
道
組
（
中
山
道
）
五
ヶ
寺
と
浄
厳
院
・
塔
頭
寺
誓
要
院
の
十
五
ヶ
寺
で
あ
る
。

　

中
筋
村
八
ヶ
寺　
　

◎
正
念
寺
（
安
土
町
）
◎
法
恩
寺
（
鷹
飼
町
）・
地
蔵
院
（
金
剛
寺
町
）・
光
明
院
（
金
剛
寺
町
）
應
現
寺
（
鷹

飼
町
）
永
福
寺
（
長
田
町
）
正
寿
院
（
浅
小
井
町
）
◎
法
泉
寺
（
野
田
町
）

　

街
道
組
五
ヶ
寺　

福
生
寺
（
東
老
蘇
）
東
光
寺
（
西
老
蘇
）
西
福
寺
（
西
生
来
町
）
浄
宗
院
（
武
佐
町
）
法
性
寺
（
長
光
寺
町
）

四
一



各
寺
院
で
楷
定
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
た
が
現
在
は
◎
印
の
寺
に
残
っ
て
い
る
。
次
に
調
査
し
た
寺
を
記
述
す
る
。

２　

法
恩
寺　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
鷹
飼
町 

（
二
〇
一
五
／
三
／
八
調
査
）

　

旧
蒲
生
郡
金
田
村
に
あ
る
寺
で
十
一
月
の
十
夜
の
夜
に
行
う
。
楷
定
念
仏
の
こ
と
を
太
鼓
念
仏
と
い
う
。
寺
方
（
僧
侶
）
が
叩
く
が
、

昔
は
双
盤
鉦
を
在
家
の
人
が
叩
い
た
。
別
に
双
盤
鉦
で
叩
く
六
字
詰
め
の
念
仏
が
あ
り
、
女
の
人
が
亡
く
な
る
と
百
万
遍
を
繰
り
六
字

詰
め
を
称
え
た
。
現
在
雲
版
の
枠
に
双
盤
鉦
を
吊
る
し
て
い
る
。
双
盤
は
一
枚
で
年
号
は
な
い
。

双
盤
鉦
銘　
　
　
　

京
都
大
仏
住　

西
村
左
近
宗
春
作

３　

法
泉
寺　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
野
田
町 

（
二
〇
一
五
／
八
／
五
調
査
）

　

十
一
月
中
旬
の
十
夜
に
楷
定
念
仏
を
行
う
。
太
鼓
（
平
太
鼓
）
と
双
盤
鉦
（
片
盤
一
枚
）
で
叩
く
。
歌
念
仏
↓
一
つ
流
れ
三
・
二
・
一

↓
中
流
れ
で
終
わ
る
。
昔
は
曲
打
ち
が
あ
っ
た
。
在
家
の
人
が
や
っ
て
い
た
。
別
に
地
蔵
盆
に
片
盤
で
叩
き
六
字
詰
め
を
称
え
て
百
万

遍
を
行
う
。
尼
講
の
人
が
亡
く
な
る
と
お
通
夜
の
時
「
お
別
れ
」
と
言
っ
て
片
盤
で
六
字
詰
め
を
称
え
る
。
双
盤
鉦
年
号
な
し
。

　

双
盤
鉦
銘　
　

江
州
蒲
生
郡
野
田
村
法
泉
寺
什
物　

墨
書　

あ
り
（
不
明
）

４　

正
寿
院　

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
浅
小
井 

（
二
〇
一
五
／
八
／
五
調
査
）

　

楷
定
念
仏
は
太
鼓
念
仏
と
い
い
十
月
十
八
・
十
九
日
に
近
い
土
日
に
行
う
。
十
人
衆
と
い
う
在
家
の
年
長
者
で
五
重
相
伝
を
受
け
た

四
二



も
の
が
羽
織
袴
で
双
盤
を
た
た
く
。
十
人
衆
は
年
長
者
順
で
欠
け
る
と
次
の
人
が
入
る
。
他
に
尼
講
が
あ
り
毎
月
集
ま
っ
て
伏
せ
鉦
を

た
た
く
。
双
盤
鉦
は
一
枚
で
年
号
な
し
。

　

双
盤
銘　

金
屋
住
松
吉
佐
兵
エ
尉　

藤
原
春
近
作　
　
（
墨
書
）
ア
サ
コ
イ
正
壽
院

二　

滋
賀
県
湖
南
・
甲
賀
・
三
重
県
伊
賀

　

５　

西
光
寺　

滋
賀
県
竜
王
町
山
之
上 

（
二
〇
一
五
／
三
／
一
四
調
査
）

　

西
光
寺
は
浄
厳
院
の
末
寺
で
楷
定
念
仏
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
御
忌
五
月
末
日
・
十
夜
十
一
月
・
両
彼
岸
の
年
四
回
行
わ
れ
る
。
楷
定

念
仏
は
一
時
中
断
し
て
い
た
が
法
然
上
人
七
百
五
十
年
遠
忌
を
機
に
復
興
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
鉦
講
と
い
い
五
重
相
伝
を
受
け
た
組

ご
と
に
講
を
担
っ
て
い
る
。
現
在
は
平
成
元
年
に
受
け
た
九
名
が
鉦
講
を
組
み
、
こ
の
年
新
し
い
双
盤
鉦
を
寄
付
し
て
い
る
。

　

楷
定
念
仏
は
僧
の
入
堂
・
退
堂
の
時
に
称
え
、
法
要
の
中
で
「
六
字
詰
め
」
の
念
仏
を
称
え
る
。
雲
版
・
双
盤
は
在
家
の
人
が
叩
く
。

　

楷
定
念
仏
は
〈
歌
念
仏
↓
雲
版
と
双
盤
の
掛
け
念
仏
↓
大
流
し
〉
の
順
で
あ
る
が
、
始
め
の
部
分
は
念
仏
を
歌
う
よ
う
に
称
え
る
の

で
、「
歌
念
仏
」
と
い
う
。
そ
の
あ
と
に
雲
版
・
太
鼓
と
双
盤
が
掛
け
合
う
形
に
な
る
。
六
字
詰
め
は
雲
版
と
双
盤
を
同
じ
よ
う
に
叩
く
。

双
盤
鉦
は
六
枚
で
二
枚
は
古
く
一
枚
に
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
の
銘
が
あ
る
。
他
は
平
成
元
年
の
も
の
で
あ
る
。
太
鼓
の
支
え
台
に

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
の
陰
刻
が
あ
る
。
双
盤
枠
の
下
板
裏
に
墨
書
が
あ
る
。

双
盤
銘　

 

宝
永
四
年
丁
亥
年
正
月
吉
日　

江
州
蒲
生
上
郡
山
野
上
村
西
光
寺
什
物　

為
父
梅
岸
道
悟
梅
覚
貞
雲　
　

施
主
京
寺
町
鍵
屋
市
兵
エ　

京
大
佛
住
西
村
左
近
宗
春
作

太
鼓
支
え
台　
　

寛
政
四
壬
子
年
仲
春　

世
話
人
勘
蔵
西
出
源
八
源
六　
　

双
盤
枠
下
板
裏
（
墨
書
）　

大
□
□
□
西
村
左
近

四
三



　

６　

報
恩
寺　

滋
賀
県
野
洲
市
南
桜 

（
一
九
九
九
／
一
一
／
一
四
・
二
〇
一
四
／
一
一
／
一
四
調
査
）

　

浄
厳
院
の
末
寺
で
、十
一
月
十
四
日
の
夜
に
十
夜
の
法
要
に
行
う
。親
鉦
で
あ
る
雲
版
と
子
鉦
で
あ
る
双
盤
で
行
う
。双
盤
鉦
は
三
枚
。

ま
ず
鉦
講
は
法
要
の
前
に
須
弥
壇
裏
の
半
鐘
を
七
五
三
の
「
下
が
り
打
ち
」
で
叩
く
。
つ
い
で
「
前
座
」
の
楷
定
念
仏
を
称
え
る
。
楷

定
念
仏
は
雲
版
太
鼓
と
双
盤
で
念
仏
は
上
の
上
・
上
の
中
・
上
の
下
と
三
回
唱
え
、そ
の
間
僧
が
入
堂
す
る
。
法
要
中
「
光
明
遍
照
―
―
」

の
摂
益
文
に
続
い
て
鉦
講
の
「
六
字
詰
め
」
が
入
る
。
六
字
詰
め
は
上
の
段
（
上
↓
中
↓
下
）
中
の
段
（
上
↓
中
↓
下
）
下
の
段
（
上

↓
中
↓
下
）
の
九
回
の
念
仏
を
だ
ん
だ
ん
早
く
称
え
、
早
鉦
に
な
っ
て
終
わ
る
。
雲
版
と
双
盤
の
掛
け
念
仏
に
な
っ
て
い
る
。
法
要
の

終
わ
り
は
「
ハ
ラ
イ
」
と
言
っ
て
一
人
で
二
枚
の
双
盤
鉦
を
並
べ
て
叩
き
僧
が
退
堂
す
る
。
説
教
師
が
来
る
場
合
も
前
座
で
着
座
、
ハ

ラ
イ
で
退
座
す
る
。
葬
儀
か
ら
四
十
九
日
の
満
中
や
月
忌
に
は
百
万
遍
が
あ
り
、
六
字
詰
め
を
称
え
る
。
鉦
講
は
青
年
団
・
消
防
団
に

つ
ぐ
年
寄
り
の
組
で
あ
る
。

　

双
盤
鉦
の
一
枚
は
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
、
雲
版
は
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
、
半
鐘
は
延
寶
八
（
一
六
八
〇
）
年
で
あ
る
。

双
盤
銘　

 

江
刕
野
洲
郡
南
桜
村
報
恩
寺
常
什
物　

響
誉
代　

施
主
鐘
講
中　

宝
暦
五
乙
亥
年
十
一
月
十
五
日
宝
暦
九
年　
（
墨
書
）
京
大
佛
住

　

西
□
□
□
宗
春
作

雲
版
銘　

江
州
野
洲
郡
南
桜
村
報
恩
寺
什
物
空
誉
代　

為
昭
覚
道
雲
信
士
菩
提　

施
主
国
松
頼
平　

宝
暦
九
巳
卯
十
月

半
鐘
銘　

江
刕
野
洲
郡
南
桜
村
報
恩
寺
什
物　

奉
寄
進　

施
主
南
井
八
右
エ
門
同
又
兵
衛
与
兵
衛　

延
寶
八
庚
申
年
二
月
吉
日

　

７　

安
楽
寺　

滋
賀
県
野
洲
市
市い

ち

三み
や
け宅 

（
二
〇
〇
〇
／
三
／
二
五
調
査
）

　

三
月
二
十
四
日
二
十
五
日
の
御
忌
に
鉦
講
を
行
う
。
鉦
は
親
鉦
の
雲
版
と
子
鉦
の
双
盤
鉦
四
枚
で
行
う
。
法
要
の
前
や
説
教
の
前
に

叩
き
僧
や
説
教
師
が
入
堂
着
座
す
る
。
二
十
四
日
二
時
・
七
時
半
・
二
十
五
日
二
時
に
法
要
が
あ
る
。
本
堂
内
や
雲
版
に
柳
の
飾
り
が

四
四



設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
鉦
講
の
人
が
半
鐘
を
叩
き
始
ま
る
合
図
を
し
て
唄
念
仏
↓
佗
々
利
↓
前
佗
を
称
え
る
。
佗
々
利
は
ブ
ツ
ケ
・

ダ
ツ
ケ
・
二
つ
三
つ
と
い
う
雲
版
・
親
と
双
盤
・
子
の
掛
け
念
仏
で
、
前
佗
は
宗そ

そ

り
々
利
・
地
・
三
ツ
地
↓
宗
々
利
・
地
・
レ
ン
ゲ
↓
宗
々

利
・
地
・
流
し
↓
宗
々
利
・
地
・
大
流
し
↓
早
打
ち
と
鉦
を
打
つ
。
名
称
は
か
わ
っ
て
い
る
が
楷
定
念
仏
の
歌
念
仏
・
掛
け
念
仏
に
鉦

の
叩
き
の
構
成
は
同
じ
で
鉦
の
叩
き
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
法
要
中
「
六ろ
く

拾じ
ゅ
う

勤つ
め

」
が
雲
版
と
双
盤
で
称
え
、「
早
宗
々
利
」
な
ど
の

鉦
を
入
れ
る
。
最
後
に
雲
版
に
よ
る
送
り
鉦
が
叩
か
れ
る
。

　

雲
版
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
、
双
盤
鉦
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
、
昭
和
三
一
年
・
昭
和
三
五
年

双
盤
銘　

江
州
市
三
宅
村
安
楽
寺
忍
誉
代　

明
和
七
寅
天
三
月　

鉦
講
中　
（
墨
書
）
西
村

雲
版　
　

市
三
宅
村
安
楽
寺
什
物　

□
誉
寄
付　

延
享
三
年
丙
寅
季
三
月

　

８　

称
名
院　

滋
賀
県
守
山
市
小
浜 

（
一
九
九
九
／
五
／
一
五
調
査
）

　

五
月
十
五
日
の
御
忌
に
鉦
講
を
行
う
。
雲
版
太
鼓
と
六
枚
の
双
盤
鉦
が
あ
る
。
双
盤
鉦
は
裃
を
付
け
た
中
学
生
が
叩
く
。
法
要
の
始

め
に
「
座
付
き
念
仏
」
法
要
中
に
「
六
字
念
仏
」
に
雲
版
と
双
盤
に
よ
り
称
え
ら
れ
、
法
要
の
終
り
に
雲
版
に
よ
る
「
送
り
鉦
」
が
叩

か
れ
る
。
双
盤
鉦
一
枚
に
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
の
八
日
市
場
弘
誓
寺
の
鉦
が
あ
る
。
他
に
昭
和
十
一
年
四
枚
・
銘
な
し
一
枚
。

双
盤
銘　

正
徳
五
未
歳
八
月
十
五
日　
　

弘
誓
寺
什
物

雲
版　
　

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
支
え
台　

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
。

四
五



　

９　

正
福
寺　

滋
賀
県
湖
南
市
甲
西
町 

（
一
九
九
八
／
一
一
／
二
三
調
査
）

　

奈
良
時
代
か
ら
の
古
刹
で
あ
る
が
昭
和
二
十
二
年
清
寿
寺
と
永
厳
寺
を
合
わ
せ
て
正
福
寺
と
し
た
。

　

四
月
二
十
九
日
の
御
忌
と
十
一
月
二
十
三
日
の
十
夜
に
在
家
の
人
が
楷
定
念
仏
を
行
う
。
楷
定
念
仏
の
歌
念
仏
は
僧
侶
の
入
堂
・
退

堂
の
時
に
雲
版
双
盤
で
称
え
、
法
要
の
中
で
は
六
字
詰
め
を
雲
版
で
叩
き
参
詣
者
と
唱
和
し
て
称
え
る
。
六
字
詰
め
は
彼
岸
、
葬
式
の

お
逮
夜
・
四
十
九
日
の
満
中
陰
に
も
称
え
る
。
秘
仏
大
日
如
来
の
開
帳
が
三
十
年
に
一
回
あ
り
、
そ
の
法
要
中
開
帳
で
戸
帳
を
上
げ
る

時
に
楷
定
念
仏
を
称
え
る
。
近
く
は
平
成
二
年
に
行
っ
た
が
、
そ
の
時
の
二
十
歳
の
人
か
ら
鉦
講
に
入
る
人
を
選
び
三
十
年
間
勤
め
て

も
ら
う
。
双
盤
二
枚
享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
、
元
文
五
（
一
七
三
七
）
年
、
雲
版　

弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年

双
盤
銘　

江
州
下
甲
賀
郡
石
原
庄
正
福
寺
西
村
清
寿
寺
什
物　

享
保
二
十
卯
十
二
月
吉
日
聖
誉
寿
統
代　

京
大
佛
師　

西
村
左
近
宗

春
作　

江
州
甲
賀
郡
正
福
寺
村
永
厳
寺
什
物
忍
誉
宣
廓
代
元
文
五
年
甲
歳
正
月
吉
日　

合
鉦
講
中
九
人　

京
室
町
住
出
羽
大
掾
宗
□
作

雲
版
銘　

弘
化
丙
年
月

　

10　

法
性
寺　

滋
賀
県
甲
賀
市
信
楽
町
宮
町 

（
二
〇
〇
二
／
六
／
二
調
査
）

　

信
楽
町
の
盆
地
に
あ
る
寺
で
御
忌
法
要
を
三
年
に
一
回
、
西
香
院
と
交
互
に
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
法
性
寺
は
六
年
に
一
回
盛

大
に
御
忌
が
行
わ
れ
る
。
一
日
の
日
程
は
午
前
開
白
法
要
と
説
教
、
午
後
回
向
・
説
経
・
日
中
法
要
が
行
わ
れ
る
。
説
教
師
の
入
退
堂
、

法
要
時
の
僧
の
入
退
堂
に
楷
定
念
仏
が
称
え
ら
れ
、
法
要
中
の
念
仏
一
会
で
は
六
字
詰
め
が
称
え
ら
れ
る
。
楷4

定
念
仏
は
揩4

定
念
仏
と

も
書
か
れ
て
い
る
。
僧
侶
や
説
教
師
が
着
座
す
る
の
で
座
付
き
念
仏
、
最
初
に
歌
念
仏
が
あ
る
の
で
歌
念
仏
と
も
い
う
。
雲
版
太
鼓
を

親
、
双
盤
鉦
は
二
枚
で
子
と
さ
れ
て
い
る
。

　

歌
念
仏
↓
武ぶ

掛が

け
陽

ひ
な
た

陰ひ
か
げ

↓
座
掛
け
陽
↓
陰
↓
流
れ
（
こ
こ
ま
で
親
と
子
の
掛
け
合
い
）
↓
小
流
れ
・
二
つ
拍
子
・
一
つ
拍
子
・
小
流
れ
・

四
六



三
つ
拍
子
・
小
流
れ
・
大
流
れ
・
一
つ
拍
子
・
小
流
れ
・
一
つ
拍
子
・
三
つ
拍
子
・
一
つ
拍
子
・
小
流
れ

　

以
上
の
よ
う
な
順
に
な
る
。
武
掛
け
・
座
掛
け
陽
陰
は
強
く
称
え
る
、
弱
く
称
え
る
こ
と
で
、
鉦
の
何
々
拍
子
は
他
所
の
何
々
打
ち

に
相
当
し
、「
流
れ
」
は
ゆ
っ
く
り
扣
く
こ
と
な
の
で
叩
き
方
の
複
雑
化
は
あ
る
も
の
の
、
歌
念
仏
↓
掛
け
念
仏
↓
鉦
と
い
う
構
成
は

他
所
と
同
じ
で
あ
る
。
六
字
詰
め
は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
三
唱
を
三
度
繰
り
返
す
。

　

双
盤
鉦　

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
年
一
枚
、
平
成
四
年
（
割
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
作
り
直
し
）
雲
版　

昭
和
五
十
七
年

双
盤
銘　

江
州
甲
賀
信
楽
宮
町
村
法
性
寺
什
物　
　

寛
政
六
甲
寅
年　

京
大
佛
住
西
村
上
総
大
掾
宗
春
作

　

雲
版　

法
然
上
人
八
百
五
十
年
慶　

加
藤
茂
三
郎

　

11　

浄
西
寺　

滋
賀
県
栗
東
市
上
砥
山 

（
二
〇
一
六
／
三
／
一
四
調
査
）

　

十
一
月
第
三
日
曜
に
十
夜
法
要
が
あ
り
そ
の
時
に
鉦
講
を
す
る
。
毎
年
知
恩
院
の
御
忌
に
招
待
さ
れ
双
盤
念
仏
を
行
う
。
雲
版
を「
導

師
」、
双
盤
を
「
後
付
け
」
と
す
る
が
双
盤
鉦
は
雲
版
の
合
わ
せ
鉦
で
あ
る
。
ま
ず
迎
え
鉦
・
前
鉦
と
し
て
三
念
仏
を
導
師
が
称
え
る
。

ブ
ー
引
き
・
ダ
ー
引
き
と
い
っ
て
導
師
と
双
盤
の
掛
け
念
仏
が
あ
る
。
三
つ
三
つ
の
鉦
・
尾
流
し
・
蓮
華
ク
ズ
シ
・
二
つ
二
つ
・
一
つ

一
つ
で
前
鉦
は
終
わ
る
。
こ
の
間
僧
が
入
堂
し
、
法
要
の
中
で
六ろ
く

拾じ

づ
め
を
双
盤
鉦
四
枚
で
叩
き
称
え
る
。
六
拾
づ
め
は
三
回
の
念
仏

で
だ
ん
だ
ん
早
く
な
り
、
そ
の
あ
と
七
五
三
の
鉦
を
叩
く
。
送
り
鉦
は
雲
版
で
僧
の
退
堂
を
送
る
。

　

双
盤
鉦
は
一
枚
古
い
も
の
が
あ
る
が
銘
な
し
。
他
昭
和
三
十
二
年
二
枚
。
昭
和
二
十
四
年
一
枚
。

双
盤
四
枚
（
年
号
な
し
一
枚
・
昭
和
三
二
年
二
枚
。
二
四
年
一
枚
）
雲
版　

昭
和
二
十
四
年
浄
西
寺
浄
西
會
昭
和
二
十
四
年
十
一
月

四
七



　

12　

阿
弥
陀
寺　

滋
賀
県
栗
東
市
東
坂 

（
二
〇
一
六
／
三
／
一
四
調
査
）

　

金
勝
山
阿
弥
陀
寺
は
聖
武
天
皇
勅
願
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
た
金
勝
寺
の
草
庵
で
あ
っ
た
も
の
を
隆
堯
上
人
が
女
人
禁
制
の
山
の
麓
に

建
て
て
女
人
参
詣
の
便
宜
を
図
っ
た
。
近
江
の
浄
土
宗
寺
院
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
織
田
信
長
の
命
に
よ
り
浄
厳
院
が
浄
土
宗
の
中
心

に
な
り
阿
弥
陀
寺
は
そ
の
末
寺
と
な
っ
た（
６
）。

五
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
楷
定
念
仏
が
あ
っ
た
。

　

双
盤
鉦
二
枚
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
年
、
雲
版　

大
正
七
年

双
盤
鉦
銘
二
枚
同
じ　

 
江
州
栗
田
郡
金
勝
東
坂
村
阿
弥
陀
寺
什
物　

弘
化
二
年
巳
年
十
月
至
誉
上
人　

御
代
施
主
鉦
講
中　
（
墨
書
）
大
極
上
尺

弐
□
□　
　

雲
版
大
正
七
年
四
月
清
誉
代

　

13　

心
光
寺　

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
城
東 

（
二
〇
一
五
／
三
／
一
四
調
査
）

　

心
光
寺
で
は
楷
定
念
仏
を
七
月
五
日
呑
龍
上
人
の
縁
日
に
行
っ
て
い
る
。
双
盤
鉦
が
八
枚
あ
り
、
雲
版
と
太
鼓
を
中
心
に
四
枚
四
枚

に
鉦
を
並
べ
て
称
え
る
。
楷
定
念
仏
は
僧
の
入
退
堂
に
称
え
ら
れ
、
雲
版
と
双
盤
の
掛
け
合
い
に
な
る
。
五
〜
六
分
く
ら
い
で
あ
る
。

法
要
の
中
の
六
字
詰
め
は
雲
版
が
行
い
一
〇
分
程
度
要
す
る
。

　

楷
定
念
仏
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
三
遍
返
し
↓
二
遍
返
し
↓
ブ
ガ
ケ
↓
ダ
ガ
ケ
↓
二
つ
二
つ
↓
一
つ
三
つ
↓
大
ソ
ソ
リ
↓
ナ
ガ
シ

↓
小
ソ
ソ
リ
↓
三
つ
一
つ
↓
一
つ
三
つ
一
つ
三
遍
返
し
↓
掛
け
念
仏
↓
鉦
の
構
成
は
他
所
と
同
じ
だ
が
、
二
遍
返
し
が
入
り
、
鉦
の
叩

き
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
鉦
は
青
年
会
が
叩
く
。

双
盤
鉦　

享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
の
も
の
二
枚
・
雲
版　

昭
和
八
年

四
八



14　

森
紅
寺　

三
重
県
伊
賀
市
下
友
田 

（
二
〇
一
五
／
八
／
六
調
査
）

　

滋
賀
県
の
旧
甲
賀
町
か
ら
三
重
県
伊
賀
市
阿
山
地
区
（
友
田
組
）
に
か
け
て
の
浄
土
宗
寺
院
で
は
八
月
の
施
餓
鬼
の
時
に
僧
侶
が
双

盤
鉦
で
「
六
字
詰
め
」
を
称
え
る
。
伊
賀
流
・
甲
賀
流
で
異
な
る
も
の
の
、
大
方
は
片
鉦
一
枚
で
叩
く
。
こ
の
地
区
の
施
餓
鬼
は
そ
の

年
に
亡
く
な
っ
た
人
の
個
人
施
餓
鬼
と
地
区
ご
と
の
組
施
餓
鬼
が
一
日
か
け
て
行
な
わ
れ
、
施
餓
鬼
法
要
の
終
わ
り
に
僧
侶
だ
け
の
法

要
が
あ
り
、
そ
の
時
に
「
六
字
詰
め
」
が
称
え
ら
れ
る
。
他
に
葬
式
・
五
重
相
伝
の
時
に
も
「
六
字
詰
め
」
で
双
盤
を
叩
く
。

　

双
盤
鉦
一
枚　

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年

双
盤
銘　

伊
賀
友
田
村
佛
蓮
山
日
泉
寺
什
物
乗
誉
代
施
主
三
ヶ
村
惣
檀
中　

安
永
四
未
年
八
月
日　

京
大
佛
住
西
村
上
総
大
掾
宗
春
作

　

15　
　

平
泉
寺　

三
重
県
伊
賀
市
西
湯
船 

（
二
〇
一
五
／
八
／
六
聞
き
書
き
）

　

平
泉
寺
は
阿
山
地
区
の
古
刹
で
あ
る
が
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
双
盤
鉦
一
枚
が
残
っ
て
い
る
。
施
餓
鬼
に
叩
い
た
。

双
盤
銘　
　

享
保
十
一
年
十
一
月　
　

京
大
佛
住
西
村
左
近
宗
春

　

16　

蓮
華
寺　

滋
賀
県
米
原
市
番
場 

（
二
〇
一
五
／
八
／
五
調
査
）

　

滋
賀
県
米
原
市
番
場
の
蓮
華
寺
は
番
場
時
衆
と
し
て
有
名
で
一
向
上
人
が
再
興
し
た
寺
で
あ
る
。
昭
和
十
七
年
よ
り
浄
土
宗
に
属
し

た
が
、
そ
れ
ま
で
は
時
宗
一
向
派
の
総
本
山
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
山
形
県
天
童
市
の
仏
向
寺
も
一
向
派
で
あ
り
踊
り
念
仏
で
有
名
で
あ

る
。
こ
の
踊
り
念
仏
は
蓮
華
寺
よ
り
伝
わ
っ
た
と
し
て
い
る
。
仏
向
寺
で
は
十
一
月
の
踊
り
念
仏
の
時
に
名
越
流
の
双
盤
念
仏
を
称
え

四
九



る
。
こ
の
蓮
華
寺
に
も
双
盤
鉦
が
一
枚
あ
る
が
、
使
い
方
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
双
盤
鉦
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年

双
盤
銘　

八
葉
山
蓮
華
寺
常
什
物
三
十
一
世
同
阿
一
願
代　

寄
進
主
塔
頭
若
坊
中　

宝
暦
六
丙
子
年
正
月

　

17　

法
界
寺　

滋
賀
県
大
津
市
堅
田
町
真
野 

（
一
九
九
八
／
一
〇
／
一
五
・
二
〇
一
六
／
三
／
一
四
調
査
）

　

真ま

野の

の
法
界
寺
は
六
斎
念
仏
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
双
盤
念
仏
も
あ
っ
た（

７
）。『

民
間
念
仏
信
仰
の
研
究　

資
料
編
』（
隆
文
館
、

一
九
六
六
）
に
よ
る
と
彼
岸
・
盆
・
御
忌
・
十
夜
に
称
え
ら
れ
た
。
平
鉦
・
回
向
鉦
・
和
讃
が
あ
り
、
回
向
鉦
に
は
ヤ
ク
鉦
が
つ
い
た
。

滋
賀
県
の
湖
東
に
広
が
る
楷
定
念
仏
系
と
は
異
な
り
、
写
真
で
は
雲
版
太
鼓
は
な
く
、
二
枚
の
双
盤
鉦
を
二
人
で
叩
い
て
い
る
。　

鉦

は
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
と
昭
和
八
年
の
二
枚
。

双
盤
銘　

湖
西
江
州
滋
賀
郡
真
野
中
村
慈
光
山
法
界
寺
常
什
物　
　

惣
念
仏
講
中　

宝
暦
十
二
壬
午
天
十
月
十
五
日
寛
誉
上
人
代　

京
大
佛
住
西

　
　
　
　

村
左
近
宗
春
作　

滋
賀
県
滋
賀
郡
真
野
村
慈
光
山
法
界
寺
什
物
満
誉
代　
　

為
法
誉
教
信
融
範
禅
定
門
菩
提

　
　
　
　

昭
和
八
年
三
月
施
主
大
西
平
吉
兄
弟
中
（
墨
書
）
京
大
佛
住
西
村
左
近
宗
春
作

三　

京
都
府
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真
正
極
楽
寺
（
真
如
堂
）、
京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
真
如
町
（
一
九
九
二
／
一
一
／
八
・
一
九
九
七
／
一
二
／
二
三
・
一
九
九
八
／
一
〇

／
一
五
・
一
九
九
八
／
一
一
／
一
五
・
二
〇
一
三
／
一
一
／
八
・
二
〇
一
四
／
一
一
／
一
二
・
二
〇
一
四
／
一
一
／
一
五
調
査
）

　

真
正
極
楽
寺
（
天
台
宗
）
通
称
真
如
堂
は
十
夜
法
要
を
始
め
た
寺
と
し
て
有
名
で
、
す
で
に
多
く
の
論
考
が
あ
る
の
で（

８
）、

現
行
儀
礼

五
〇



を
記
す
。
十
夜
念
仏
は
現
在
僧
侶
の
行
う
十
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
引
声
阿
弥
陀
経
会
と
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
に
在
家
の
鉦
講

の
行
う
十
夜
念
仏
に
分
か
れ
て
い
る
。
鉦
講
は
双
盤
鉦
八
枚
で
行
う
。

　
『
十
夜
念
仏
縁
起
』（
天
和
二
﹇
一
六
八
二
﹈
年
）
に
よ
れ
ば
当
初
の
念
仏
は
引
声
念
仏
で
あ
る
。
引
声
念
仏
は
引
声
阿
弥
陀
経
会
と

し
て
途
中
断
絶
し
な
が
ら
も
延
享
年
間
（
一
七
四
四
〜
四
八
）
伯
耆
大
山
の
譜
に
よ
っ
て
再
興
し
伝
わ
っ
て
い
る
。
現
行
の
も
の
は
多

紀
道
忍
が
昭
和
五
年
制
作
し
た
譜
に
よ
る（
９
）。

ま
た
明
応
四
（
一
四
九
五
）
年
天
台
宗
で
あ
る
真
如
堂
の
念
仏
が
勅
許
に
よ
り
浄
土
宗
鎌

倉
光
明
寺
に
伝
わ
り
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
引
声
阿
弥
陀
経
と
引
声
念
仏
で
あ
る
。
双
盤
鉦
の
初
見
は
全
国
的
に
見
て
元
禄

期
頃
か
ら
と
み
ら
れ
る
た
め）

10
（

十
夜
念
仏
へ
の
双
盤
鉦
の
使
用
は
そ
れ
以
降）

11
（

で
あ
る
。
鉦
講
と
な
る
の
は
福
持
論
文）

12
（

に
よ
れ
ば
天
明
四

（
一
七
八
四
）
年
の
「
六
萬
唱
鉦
講
過
去
帳
」
が
で
き
る
時
点
と
推
定
し
て
い
る
。
同
様
に
鎌
倉
光
明
寺
十
夜
法
要
の
六
字
詰
め
念
仏

は
光
明
寺
史
料
か
ら
享
保
年
間
頃
（
一
七
一
六
〜
四
六
）
と
推
測
で
き
る）

13
（

。
そ
れ
で
は
鉦
講
の
十
夜
念
仏
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
で

き
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
楷
定
念
仏
地
区
と
比
較
し
て
考
え
よ
う
。

　

鉦
講
の
十
夜
念
仏
は
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
で
あ
る
が
、
五
日
夕
刻
五
時
か
ら
開
帳
法
要
が
あ
り
、
十
五
日
昼
二
時
か
ら
結

願
法
要
、
五
時
か
ら
閉
帳
法
要
が
あ
る
。
こ
の
三
法
要
は
法
要
に
伴
っ
て
十
夜
念
仏
が
行
わ
れ
る
の
で
特
別
で
あ
る
。
他
の
六
日
か
ら

十
四
日
は
夕
刻
よ
り
称
え
ら
れ
て
い
る
。
滋
賀
県
に
広
が
る
楷
定
念
仏
系
と
比
較
し
て
み
る
と
「
笹
づ
け
」
は
楷
定
念
仏
の
「
座
付
」

の
叩
き
で
、「
地
念
仏
」
は
「
歌
念
仏
」「
三
遍
返
し
」
の
回
数
を
減
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
地
念
仏
」
を
八
人
が
一
人
一
人

称
え
る
。

　

次
の
「
佛
か
け
」「
陀
か
け
」
は
掛
け
念
仏
で
同
じ
で
あ
る
が
、こ
れ
も
八
人
個
々
の
掛
け
を
行
う
の
で
時
間
が
か
か
る
。「
三
ツ
地
・

四
ツ
地
」
は
「
三
つ
打
ち
・
四
ツ
打
ち
」「
三
つ
拍
子
・
四
ツ
拍
子
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
鉦
の
叩
き
方
、
強
打
を
い
く
つ
い
れ
る
か
を

数
え
る
。「
定
の
入
り
」
は
「
流
し
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
っ
く
り
叩
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
の
鉦
の
う
ち
か
た
は
「
そ
そ
り
」
は
滋
賀

五
一



県
で
も
見
ら
れ
が
「
う
ち
わ
け
」「
た
ぐ
り
」
な
ど
真
如
堂
独
特
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
楷
定
念
仏
系
地
区
で
は
雲
版
に
双
盤
鉦
が
合

わ
せ
鉦
と
し
て
叩
か
れ
て
い
た
が
、
双
盤
鉦
の
み
の
叩
き
に
な
っ
て
雲
版
は
な
い
。

　

五
日
の
開
帳
法
要
は
僧
侶
の
入
退
場
に
「
笹
づ
け
」
を
た
た
き
、
法
要
の
最
後
に
「
佛
か
け
」
か
ら
「
た
ぐ
り
」
を
行
い
、
僧
侶
の

御
十
念
を
は
さ
ん
で
退
場
の
「
笹
づ
け
」
を
叩
く
。

　

十
五
日
の
結
願
法
要
は
二
時
に
始
ま
る
が
、
一
時
半
に
鉦
講
の
人
が
鐘
楼
の
大
鐘
を
一
三
回
鳴
ら
し
、「
笹
付
け
」
で
山
伏
を
先
頭

に
稚
児
御
詠
歌
講
の
行
列
が
入
堂
し
、
そ
の
入
堂
を
堂
内
の
半
鐘
で
合
図
す
る
。「
佛
か
け
」
か
ら
「
定
の
入
り
」
ま
で
の
間
、
行
列

着
席
・
僧
着
座
す
る
。「
追
か
け
」
の
時
半
鐘
と
の
掛
け
合
い
に
な
る
。
法
要
の
最
後
に
「
大
鉦
」
よ
り
「
た
ぐ
り
」
ま
で
僧
の
御
十

念
の
あ
と
「
笹
つ
け
」
で
退
堂
す
る
。
五
時
か
ら
の
「
閉
帳
法
要
」
は
「
開
帳
法
要
」
と
同
じ
で
あ
る
が
閉
帳
に
『
十
夜
縁
起
』
の
読

み
上
げ
が
あ
る
の
で
、「
笹
付
け
」
に
続
い
て
「
た
ぐ
り
」
ま
で
叩
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
僧
の
入
退
堂
に
「
笹
つ
け
」
を
叩
き
、「
地
念
仏
」
を
各
人
が
称
え
、「
掛
け
念
仏
」
に
入
り
、」「
大
鉦
」
以
降
鉦
の

叩
き
の
み
法
要
の
最
後
「
笹
付
け
」
を
叩
い
て
送
る
。
楷
定
念
仏
地
区
で
は
入
退
堂
に
鉦
を
叩
き
音
頭
と
大
衆
の
掛
け
念
仏
を
三
遍
称

え
鉦
の
部
分
に
入
る
。
校
正
は
同
じ
で
あ
る
が
、
各
人
の
称
え
る
地
念
仏
が
長
く
な
っ
て
い
る
。
鐘
の
叩
き
も
そ
そ
り
打
ち
分
け
等
技

巧
的
な
叩
き
方
が
入
っ
て
く
る
。
法
要
の
中
の
念
仏
は
楷
定
念
仏
地
区
で
は
「
六
字
詰
め
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
な
く
一
部
分
を
称

え
叩
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
十
二
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
し
た
時
の
記
録
が
あ
る
が
閉
帳
時
に
「
六
字
詰
め
」
と
あ
り
当
時
は
称

え
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
現
在
、
結
願
法
要
の
念
仏
を
「
回
向
鉦
」
と
い
い
、
名
前
の
み
が
残
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
楷
定
念
仏
地

区
と
の
共
通
点
が
あ
る
も
の
の
六
字
詰
め
が
消
え
、
個
人
の
詠
唱
や
叩
き
の
技
巧
（「
そ
そ
り
」
は
下
か
ら
上
へ
、「
た
ぐ
り
」
は
た
ぐ

り
よ
せ
る
よ
う
に
叩
く
。）
の
複
雑
さ
が
加
わ
っ
て
独
自
に
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

衣
装
箱
に
「
真
如
堂　

鉦
講
中　

西
組　

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
丑
十
月
」
の
箱
書
き
が
あ
る
。

五
二



　

双
盤
鉦
は
八
枚
。
一
番
鉦
銘
な
し
。
二
番
鉦
〜
七
番
鉦　

明
治
十
九
年
拾
月（
内
一
枚
に
東
西
鉦
講
員
の
名
が
縁
と
側
面
に
彫
ら
れ
て
い
る
。（
墨

書
）
真
如
堂
。
真
如
堂
西
村
上
総
大
掾
。
八
番
鉦
昭
和
六
十
年
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百
万
遍
知
恩
寺　

京
都
市
左
京
区
田
中
門
前
町

 

（
一
九
九
八
／
一
一
／
一
五
・
一
九
九
九
／
二
／
二
三
・
二
〇
一
四
／
一
一
／
一
二
・
二
〇
一
六
／
五
／
一
五
調
査
）

　

知
恩
寺
は
法
然
上
人
が
通
っ
た
と
さ
れ
る
賀
茂
の
河
原
屋
を
前
身
と
す
る
寺
で
後
醍
醐
天
皇
の
時
に
八
世
善
阿
上
人
が
疫
病
を
百
万

遍
念
仏
で
除
き
寺
号
と
大
念
珠
を
授
か
っ
た
。
以
降
こ
の
数
珠
繰
り
を
広
め
、
現
在
で
も
毎
月
十
五
日
百
万
遍
大
念
珠
繰
り
を
行
っ
て

い
る
。
百
万
遍
の
念
仏
を
称
え
る
こ
と
は
平
安
時
代
に
始
ま
っ
て
い
る
。
当
初
一
人
で
唱
え
た
念
仏
も
融
通
念
仏
の
影
響
で
多
人
数
が

同
時
に
称
え
る
念
仏
に
な
っ
た
。
念
仏
を
短
く
称
え
る
こ
と
を
嫌
う
こ
と
か
ら
、
引
声
の
念
仏
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る）
14
（

。

　

知
恩
寺
で
は
二
枚
の
双
盤
鉦
を
一
人
の
僧
が
両
手
で
打
ち
な
が
ら
、
は
じ
め
は
引
声
の
念
仏
で
だ
ん
だ
ん
早
く
称
え
、
大
数
珠
も
そ

れ
に
伴
っ
て
早
く
廻
す
よ
う
に
し
て
終
わ
る
。
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
を
だ
ん
だ
ん
詰
め
て
早
く
す
る
こ
と
か
ら
六
字
詰
め
と
い
う
。

こ
れ
は
多
く
の
人
が
融
通
し
て
百
万
回
の
念
仏
を
称
え
る
と
す
る
融
通
念
仏
で
、
楷
定
念
仏
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
双
盤
鉦
を
伴
う
六
字
詰
め
の
百
万
遍
は
百
山
系
と
い
わ
れ
る
滋
賀
県
甲
賀
郡
の
知
恩
寺
末
の
寺
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　

双
盤
鉦
二
枚　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
年
（
追
刻
享
保
十
四
﹇
一
七
二
九
﹈
年
）、
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年

双
盤
銘　

宝
永
五
戊
子
暦
正
月
七
日
知
恩
寺
四
十
三
世
然
誉
直
到
代
（
追
刻
）
享
保
十
四
年
巳
酉
年
三
月
廿
五
日　

一
萬
日
回
向
替
之
正　

施
主

富
山
氏　

四
十
五
世
性
誉
浄
阿
代　

為
念
誉
浄
仙　

奄
主
誉
光
比
丘
尼
二
親
菩
提
也　

施
主
富
山
氏
孝
子
等

　
　
　
　

享
保
二
拾
卯
年
三
月
吉
日　

城
州
紀
伊
郡
竹
田
村
慈
眼
寺
観
音
寺
準
誉
代
鐘
講
中　

京
大
佛
師
西
村
左
近
宗
春
作

五
三
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知
恩
院　

京
都
市
東
山
区
林
下
町 

（
一
九
九
九
／
四
／
二
四
・
二
〇
一
六
／
一
二
／
一
〇
調
査
）

　

浄
土
宗
総
本
山
の
知
恩
院
で
は
現
在
双
盤
鉦
を
使
用
す
る
法
会
は
な
い
。
御
忌
の
時
は
笏
念
仏
で
あ
る
。
史
料
で
は
明
和
二

（
一
七
六
五
）
年
天
樹
院
（
千
姫
）
の
百
回
忌
に
「
双
盤
念
仏
一
会
」
と
あ
り
叩
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
に
知
恩
院
の
法

儀
士
会
で
法
然
上
人
七
百
五
十
回
忌
に
合
わ
せ
て
寺
院
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
の
あ
っ
た
楷
定
念
仏
を
「
昭
和
新
定
」
と
し
て
統
一
し
た
。

滋
賀
県
下
で
「
知
恩
院
法
式
研
究
所
」
と
し
て
流
布
し
て
い
る
譜
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
四
月
の
御
忌
に
滋
賀
教
区
の
野
洲
組
と
甲
賀
組
か
ら
何
組
か
在
家
の
楷
定
念
仏
の
奉
納
が
あ
る
。
双
盤
鉦
は
四
枚
で
昭
和

三
十
六
年
の
法
然
上
人
七
百
五
十
回
忌
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

銘　

元
祖
法
然
上
人
七
百
五
十
年
記
念
相
見
院
智
誉
妙
華
喜
悦
大
姉
菩
提
滋
賀
八
日
市
徳
円
寺
檀
徒　

京
都
高
田
新
吉　

大
西
仏
具
店
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誓
願
寺　

京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町 

（
二
〇
一
六
／
一
二
／
九
調
査
）

　

新
京
極
に
あ
る
誓
願
寺
は
和
泉
式
部
の
寺
と
信
仰
を
集
め
て
い
る
が
、
浄
土
宗
深
草
派
の
総
本
山
で
あ
り
、
深
草
派
の
寺
院
が
新
京

極
裏
手
の
通
り
に
立
ち
並
ん
で
い
る
。
誓
願
寺
に
双
盤
鉦
が
あ
り
、
戦
後
ま
で
秋
の
お
十
夜
の
時
に
在
家
の
人
が
叩
い
て
い
た
。
近
年

使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

双
盤
鉦
二
枚
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
、
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
、
二
枚
の
鉦
の
音
が
異
な
る
。

双
盤
銘　

文
化
四
卯
冬　
　

奉
本
山
誓
願
寺
如
来
前　

願
主
大
黒
屋
弁
女
縄
手
鍋
屋
久
兵
衛
取
次
為
妙
与
清
雲
法
与
受
観
栄
信
永
観　

慶
寿
女
桂

　
　
　
　

林
光
清　

 

清
与
浄
安
輝
与
浄
観
清
光
戒
与
香
観
浄
薫
真
月
恵
光　
　

先
祖
代
々
親
眷
属
追
善

　
　
　
　

洛
陽
本
山
誓
願
寺
御
影
堂
堂
住　

于
時
安
永
戊
年
十
月
佛
日　

京
大
佛
住
西
村
上
総
大
掾
宗
春
作

五
四
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清
凉
寺　

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
釈
迦
堂
藤
ノ
木 

（
一
九
九
八
／
四
／
一
九
・
二
〇
一
六
／
三
／
一
五
調
査
）

　

清
凉
寺
は
奝
燃
の
も
た
ら
し
た
栴
檀
の
釈
迦
像
で
有
名
で
あ
る
。
円
覚
上
人
が
融
通
念
仏
を
行
っ
た
寺
で
謡
曲
『
百
万
』
に
話
と
し

て
伝
わ
っ
て
い
る
。
融
通
念
仏
の
流
れ
を
引
く
嵯
峨
堂
大
念
仏
は
三
月
十
五
日
涅
槃
会
・
四
月
十
九
日
お
身
拭
い
・
八
月
十
日
虫
干
し
・

十
月
十
日
物
故
者
供
養
・
十
二
月
十
日
に
大
鉦
（
鰐
口
）
一
枚
と
小
鉦
一
二
枚
で
念
仏
和
讃
を
称
え
る
。
四
月
に
境
内
の
狂
言
堂
で
嵯

峨
大
念
仏
狂
言
に
行
わ
れ
る
。
四
月
十
九
日
の
お
身
拭
い
は
浄
布
で
釈
迦
像
を
拭
う
行
事
で
あ
る
が
、
そ
の
時
須
弥
壇
脇
に
あ
る
双
盤

に
よ
っ
て
引い
ん

声じ
ょ
う

念
仏
が
称
え
ら
れ
る
。
二
枚
の
合
わ
せ
鉦
で
僧
侶
が
両
手
で
叩
く
。
こ
れ
は
楷
定
念
仏
と
も
百
万
遍
の
念
仏
と
も
異

な
る
。
引い

ん

声ぜ
い

で
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
る
。

　

双
盤
鉦
は
二
組
四
枚
あ
る
。
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
二
枚
・
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
二
枚

双
盤
四
枚　

天
保
七
年
・
享
保
元
年　
　

西
光
寺
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粟
生
光
明
寺　

京
都
府
向
日
市
粟
生 

（
一
九
九
八
／
四
／
二
四
調
査
）

　

粟
生
の
光
明
寺
は
西
山
浄
土
宗
の
総
本
山
で
あ
る
。
西
山
派
の
祖
証
空
上
人
は
念
仏
を
唱
え
る
に
は「
白
木
に
為
り
返
る
心
」を
も
っ

て
称
え
、「
凡
夫
な
る
故
に
何
の
い
ろ
ど
り
も
な
し
」
と
し
た
。
西
山
派
で
は
こ
れ
を
白
木
念
仏
と
し
て
現
在
に
伝
え
て
い
る
。
白
木

念
仏
の
逸
話
は
『
法
然
上
人
行
状
図
絵
（
四
十
八
巻
伝
）』
の
四
十
七
巻
に
載
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
絵
巻
の
で
き
た
南
北
朝
の
十
四

世
紀
の
中
ご
ろ
に
は
白
木
念
仏
な
る
語
が
あ
り
、
こ
の
精
神
に
沿
う
よ
う
な
念
仏
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
念
仏
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
る
、
そ
の
名
の
と
お
り
単
純
な
念
仏
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た

五
五



こ
と
は
想
像
で
き
る
。
現
行
の
西
山
派
の
白
木
念
仏
は
双
盤
鉦
を
二
枚
向
い
合
せ
に
し
て
叩
く
も
の
で
あ
る
が
、
十
一
称
四
十
八
打
と

い
っ
て
、
念
仏
を
十
一
返
繰
り
返
し
そ
の
間
四
十
八
回
の
鉦
を
叩
く
。
法
要
の
最
期
の
引
き
鉦
に
使
用
す
る
。
上
田
良
準
に
よ
る
と
初

期
の
念
仏
は
如
法
念
仏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、十
一
連
称
に
な
っ
た
の
は
双
盤
鉦
が
入
っ
た
時
か
ら
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
白
木
念
仏
と
し
て
差
定
に
出
て
く
る
の
は
、
万
延
元
（
一
七
九
一
）
年
と
し
て
い
る）
15
（

。
西
山
派
独
特
の
念
仏
と
い
え
る
。

　

光
明
寺
の
四
月
二
十
五
日
の
法
然
上
人
の
御
忌
で
は
御
影
堂
で
行
う
。
西
山
派
の
諸
寺
院
で
は
御
忌
・
西
山
忌
（
証
空
上
人
の
命
日
）

十
月
二
十
六
日
に
白
木
念
仏
を
行
う
。

双
盤
二
枚　

明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
、
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
年
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安
養
寺　

京
都
府
久
御
山
町
東
一い

も
あ
ら
い口 

（
一
九
九
九
／
三
／
一
一
・
二
〇
一
三
／
七
／
二
七
・
二
〇
一
五
／
三
／
一
四
・
一
五
調
査
）

　

一
口
は
巨
椋
池
の
東
流
水
口
に
あ
る
漁
村
で
池
の
自
然
堤
防
上
に
家
並
み
が
連
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
安
養
寺
は
弥
陀
次
郎
発

心
譚
で
有
名
な
寺
院
で
あ
る
。
三
月
十
八
日
に
近
い
土
日
の
春
祭
（
観
音
の
開
帳
）
に
鉦
講
が
行
わ
れ
る）

16
（

。
十
七
日
は
初
夜
で
夜
十
時

半
か
ら
、
翌
十
八
日
は
朝
五
時
に
開
帳
法
要
、
午
後
一
時
半
に
日
中
法
要
、
午
後
四
時
に
日
没
法
要
で
閉
帳
し
て
終
わ
る
。
鉦
講
は
十

人
か
ら
な
り
双
盤
鉦
も
十
枚
で
本
堂
右
側
に
設
け
ら
れ
た
鉦
座
に
横
並
び
に
す
わ
り
、「
カ
シ
ラ
（
頭
と
書
く
）」
は
下
手
に
座
り
、
親

鉦
で
音
頭
を
と
る
。
残
り
九
人
は
「
側
」
と
い
う
。
鉦
講
は
毎
法
要
時
に
僧
侶
の
入
堂
前
に
称
え
る
「
前
鉦
」
と
法
要
中
に
称
え
る
「
六

字
詰
め
」
が
あ
る
。「
六
字
詰
め
」
を
称
え
る
こ
と
を
「
勤
行
」
と
も
い
う
。
法
要
の
終
わ
り
は
「
送
り
鉦
」
で
、
流
し
叩
き
で
送
る
。

真
如
堂
と
似
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
六
字
詰
め
」
が
残
っ
て
い
る
。

　

前
鉦
は
持
念
仏
―
―
南
無
阿
弥
陀
仏
四
唱
×
十
人
の
各
人
の
称
え　

ブ
掛
け
・
ダ
掛
け
（
大
鉦
・
小
鉦
）
―
頭
と
側
の
掛
け
念
仏
で

五
六



　

大
鉦
・
小
鉦
で
叩
き
方
を
変
え
る
。
一
文
字
―
頭
が
声
を
あ
げ
て
称
え
る

　

役
鉦
―
鉦
の
叩
き
で
三
つ
鉦
↓
ソ
ソ
リ
↓
シ
コ
ロ
↓
大
流
し
↓
蓮
華
く
ず
し
↓
ソ
ソ
リ
↓
三
ツ
鉦
の
順
。

　

六
字
詰
め
の
場
合　

ブ
掛
け
↓
ダ
掛
け
↓
役
鉦
（
ソ
ソ
リ
↓
三
つ
鉦
↓
シ
コ
ロ
↓
大
流
し
↓
ソ
ソ
リ
↓
三
ツ
鉦
）
で
あ
る
。

　

十
八
日
の
開
帳
法
要
で
は
観
音
の
戸
帳
を
上
げ
て
開
帳
す
る
時
に
六
字
詰
め
を
称
え
る
。
ま
た
法
要
の
途
中
「
十
種
供
養
」
と
い
っ

て
以
下
の
も
の
（
線
香
・
赤
ろ
う
そ
く
・
生
花
・
お
茶
湯
・
段
盛
り
・
水
仙
・
桜
・
木
蓮
・
牡
丹
・
萩
・
百
合
・
菊
・
桔
梗
・
薔
薇
・
椿
・

御
前
）
を
寺
の
役
員
が
須
弥
壇
に
手
渡
し
に
須
弥
壇
に
供
え
る
が
、
そ
の
時
も
六
字
詰
め
で
あ
る
。
季
節
の
花
は
造
花
で
段
盛
り
は
文

旦
み
か
ん
で
あ
る
。

　

六
字
詰
め
は
彼
岸
・
十
一
月
十
四
日
の
十
夜
に
阿
弥
陀
堂
で
開
帳
・
閉
帳
時
に
僧
侶
に
よ
っ
て
二
枚
鉦
で
叩
か
れ
る
。
葬
式
毎
月

十
七
日
の
数
珠
繰
り
に
は
伏
せ
鉦
で
六
字
詰
め
を
称
え
る
。

　

双
盤
鉦
一
〇
枚
一
枚
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
、
他
九
枚
昭
和
二
十
九
年　

双
盤
台
明
治
三
十
二
年
。
雲
版
な
し
。

双
盤
銘
一
枚　

寶
暦
二
壬
申
天
二
月
吉
日
山
城
国
淀
東
一
口
村
安
養
寺
常
什
物　

施
主
同
村
若
仲
間
戚
誉
代　

京
室
町
住
大
掾
宗
味
作
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長
福
寺　

京
都
府
大
山
崎
町
円
明
寺 

（
一
九
九
七
／
九
／
七
・
二
〇
一
四
／
三
／
二
三
調
査
）

　

大
山
崎
町
の
円
明
寺
地
区
に
は
真
言
宗
の
円
明
寺
と
西
山
浄
土
宗
の
長
福
寺
・
栄
照
寺
が
あ
る
、
ま
た
隣
の
下
植
野
に
は
正
覚
寺
と

い
う
西
山
浄
土
宗
の
寺
が
あ
る
。
こ
の
西
山
浄
土
宗
の
三
ヶ
寺
に
は
鉦
講
が
あ
っ
た
が
、
現
在
長
福
寺
の
み
に
残
っ
て
い
る）

17
（

。
こ
の
双

盤
念
仏
を
「
地
念
仏
」
と
い
い
春
秋
の
彼
岸
の
中
日
と
十
一
月
の
十
夜
に
行
う
。
昔
は
借
り
て
八
枚
鉦
で
叩
い
た
が
現
在
四
枚
で
叩
い

て
い
る
。
一
番
鉦
を
「
調
子
」
他
を
「
子
方
」
最
後
の
鉦
を
「
音お
ん
が
た鉦

」
と
い
う
。
鉦
講
は
十
六
人
い
て
四
年
交
代
で
叩
く
。
打
ち
方
は

五
七



以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
真
如
堂
の
念
仏
を
習
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

地
念
仏
↓
だ
が
け
↓
ぶ
が
け
す
ら
し
↓
お
く
ぶ
が
け
↓
大
な
が
し
↓
み
よ
と
が
ね
↓
一
つ
び
ょ
う
し
↓
じ
す
ら
し
↓
三
つ
び
ょ
う
し

↓
れ
ん
げ
く
ず
し
↓
入
り
音
（
い
り
ご
と
）
↓
小
な
が
し
↓
き
ざ
み
↓
し
も
の
一
つ
び
ょ
う
し
↓
し
も
の
す
ら
し
↓
し
も
の
三
つ
び
ょ

う
し
↓
一
つ
び
ょ
う
し
↓
お
わ
り

　

地
念
仏
は
僧
侶
の
入
堂
前
に
行
わ
れ
る
。
地
念
仏
が
終
わ
っ
て
か
ら
法
要
が
始
ま
る
。

　

入
り
音
と
は
撞
木
を
逆
に
持
ち
柄
の
部
分
で
軽
く
叩
く
こ
と
を
い
う
。
鉦
は
供
出
し
た
た
め
戦
後
新
調
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
二
枚
・

昭
和
三
十
六
年
二
枚
・
昭
和
四
十
五
年
二
枚
・
平
成
八
年
二
枚
・
計
八
枚
。
雲
版
な
し
。

双
盤
銘　

乙
訓
郡
大
山
崎
村
字
円
明
寺　

長
福
寺
鐘
講　

先
祖
代
々
為
（
個
人
４
名
記
）
尼
講
一
同　

昭
和
二
十
三
年
五
月
吉
日

　
　
　
　

昭
和
三
十
六
年
元
祖
法
然
上
人
七
五
十
御
忌　
　
　

昭
和
四
十
五
年
落
慶
記
念

　
　
　
　

平
成
八
年
十
一
月
西
山
上
人
七
五
〇
回
御
遠
忌
記
念　
　

菩
提
（
個
人
名
記
）
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極
楽
寺　

京
都
府
京
田
辺
市
天
王 

（
一
九
九
九
／
九
／
五
・
二
〇
一
四
／
五
／
一
四
調
査
）

　

十
一
月
十
四
日
の
十
夜
に
双
盤
を
叩
い
た
。
現
在
極
楽
寺
に
一
枚
あ
る
が
、年
号
は
な
い
。
双
盤
念
仏
の
順
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

 

三み

言こ
と

返が
え

し
南
無
阿
弥
陀
仏
三
唱
三
回
↓
下さ

げ

く
ず
し
三
唱
一
回
↓
四
辻
―
鉦
を
七
五
三
に
叩
く
↓
八
辻
・
三
辻
―
鉦
の
叩
き
方
↓
お
お

せ
め
―
本
尊
に
お
茶
湯
を
供
え
る
。
尼
講
で
は
春
秋
彼
岸
に
伏
せ
鉦
で
六
字
詰
め
を
称
え
る
。

双
盤
銘　

天
王
山
極
楽
寺
什
物　
　

筑
後
常
時
作

五
八
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深
廣
寺　

京
都
府
城
陽
市
奈
島
久
保
野 

（
二
〇
一
四
／
五
／
一
四
調
査
）

　

深
廣
寺
は
御
忌
や
十
夜
に
双
盤
鉦
を
叩
い
て
い
た
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
現
在
双
盤
枠
が
二
基
残
さ
れ
て
お
り
、
一
基
に
は
鏡
面

二
八
㎝
の
脚
付
き
の
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
の
鉦
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
伏
せ
鉦
用
と
み
ら
れ
る
が
、
伏
せ
鉦
と
し
て
は
大
き

め
で
あ
る
。
ま
た
鉦
講
の
時
に
踊
り
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
吊
り
下
げ
紐
の
つ
い
た
鉦
鼓
が
あ
る
。

吊
り
下
げ
伏
せ
鉦
銘　
　

安
永
四
乙
未
年　

城
州
綴
喜
郡
奈
嶋
村
深
廣
寺
什
物　

為
以
音
了
津
菩
提　

西
村
上
総
大
掾
宗
春
作

四　

奈
良
県
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奈
良
市
柘
植
白
石　

興
善
寺）

18
（

 

（
一
九
九
八
／
一
一
／
一
〇
・
二
〇
一
三
／
一
一
／
一
〇
調
査
）

　

興
善
寺
は
融
通
念
仏
宗
の
寺
で
平
野
の
大
念
仏
寺
か
ら
の
御
回
在
が
三
年
に
一
度
、ま
た
興
善
寺
の
御
回
在
が
毎
年
十
二
月
に
あ
る
。

興
善
寺
の
鉦
講
は
檀
家
の
有
志
か
ら
な
る
が
、
在
家
受
戒
の
「
傳
法
」
を
受
け
た
「
禅
門
講
」
の
人
と
重
な
る
。
双
盤
の
音
頭
取
り
を

カ
シ
ラ
（
頭
）、
受
け
手
を
オ
ト
と
い
う
。
カ
シ
ラ
は
須
弥
壇
に
向
か
っ
て
の
右
、
オ
ト
が
左
に
座
る
。
法
要
で
は
堂
内
の
蝋
燭
の
番
、

装
具
の
管
理
な
ど
の
裏
方
の
仕
事
を
担
う
。

　

鉦
講
は
八
月
六
日
、
十
五
日
の
施
餓
鬼
、
二
十
四
日
の
地
蔵
盆
、
十
一
月
十
日
の
十
夜
に
行
わ
れ
る
。

　

十
一
月
十
日
の
十
夜
は
一
八
時
頃
か
ら
鉦
講
を
は
じ
め
関
係
者
が
庫
裏
で
食
事
を
と
る
。
一
九
時
か
ら
興
善
寺
住
職
の
挨
拶
と
布
教

師
に
よ
る
法
話
が
あ
り
、
二
〇
時
ご
ろ
か
ら
二
二
時
ご
ろ
ま
で
塔
婆
回
向
と
新
亡
回
向
が
あ
る
。
そ
の
後
再
び
布
教
師
に
よ
る
法
話
が

あ
り
、
参
詣
者
に
御ご

供く

撒ま

き
と
い
っ
て
餅
が
配
ら
れ
る
。
住
職
に
よ
る
本
回
向
が
続
き
、
二
三
時
を
過
ぎ
た
頃
に
数
珠
く
り
と
御
本
尊

頂
戴
の
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
御
本
尊
頂
戴
は
、
僧
侶
が
御
本
尊
（
天
得
如
来
）
の
掛
軸
入
っ
た
箱
を
檀
家
の
肩
に
触
れ
、
家
内
安

五
九



全
・
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
参
詣
者
の
本
尊
頂
戴
が
終
了
し
た
あ
と
、
小
豆
粥
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。
ま
た
「
お
骨こ

つ

お
さ

め
」
と
い
っ
て
、こ
こ
一
年
以
内
に
亡
く
な
っ
た
人
の
骨
や
遺
物
（
の
ど
仏
の
骨
や
髪
の
毛
や
爪
）
を
こ
の
時
に
小
さ
な
箱
に
い
れ
て
、

本
堂
脇
の
納
骨
堂
（
部
屋
）
に
納
め
る
。

　

双
盤
鉦
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。

　

一
八
時　
（
双
盤
念
仏
）・
夕
食
接
待　
　

一
九
時　

御
法
話
（
迎
え
鉦
・
送
り
鉦
）

　

二
〇
時　
（
双
盤
念
仏
）
新
亡
回
向
・
新
穀
感
謝
・
塔
婆
回
向
（
送
り
鉦
）・
御
供
撒
き　
　

二
二
時　

御
法
話
（
迎
え
鉦
・
送
り
鉦
）

　

二
三
時　
（
迎
え
鉦
）
本
廻
向
（
回
向
鉦
）・
念
珠
繰
り
（
双
盤
鉦
）・
御
本
尊
頂
戴
・（
送
り
鉦
）　　

二
四
時　

小
豆
粥
接
待

　

双
盤
念
仏
は
ま
ず
一
八
時
に
叩
い
て
、
一
九
時
に
布
教
師
の
迎
え
鉦
を
叩
き
、
法
話
が
終
わ
る
と
送
り
鉦
を
叩
く
。
二
〇
時
の
迎
え

鉦
は
そ
の
ま
ま
僧
侶
の
新
亡
回
向
に
つ
な
が
る
。新
亡
回
向
に
続
く
塔
婆
回
向
は
一
本
一
本
の
供
養
が
あ
る
の
で
一
時
間
ほ
ど
か
か
る
。

塔
婆
回
向
が
終
わ
り
送
り
鉦
が
叩
か
れ
る
と
、
こ
こ
で
御
供
撒
き
の
餅
と
ミ
カ
ン
が
配
ら
れ
る
。
次
の
二
回
目
の
法
話
に
も
迎
え
鉦
・

送
り
鉦
を
叩
く
。
本
回
向
は
迎
え
鉦
で
始
ま
り
。
途
中
双
盤
念
仏
の
回
向
鉦
が
入
る
。
本
廻
向
が
終
わ
る
と
、
鉦
台
の
向
き
を
変
え
、

念
珠
繰
り
の
準
備
を
す
る
。
念
珠
繰
り
は
百
万
遍
念
仏
で
あ
る
が
、
始
め
は
僧
の
般
若
心
経
で
途
中
か
ら
鉦
講
の
鉦
と
念
仏
に
合
わ
せ

て
数
珠
を
回
す
。
そ
れ
か
ら
御
本
尊
頂
戴
で
、
鉦
講
の
一
人
が
本
尊
掛
け
軸
を
持
つ
僧
の
先
導
に
蝋
燭
を
手
に
堂
内
を
巡
り
、
最
後
に

送
り
鉦
を
た
た
く
。

　

一
八
時
と
二
〇
時
の
双
盤
念
仏
は
地
念
仏
か
ら
三
ツ
鉦
ま
で
で
一
〇
分
程
度
で
あ
る
。
迎
え
鉦
も
同
じ
く
地
念
仏
か
ら
三
ツ
鉦
ま
で

で
、
送
り
鉦
は
最
期
の
鉦
を
叩
く
部
分
の
み
で
あ
る
。
本
回
向
の
回
向
鉦
は
光
明
遍
照
の
偈
に
重
ね
て
鉦
講
は
「
ナ
ー
マ
イ
ダ
ー
」
と

唱
え
て
回
向
鉦
を
始
め
る
。
上
人
は
こ
の
間
、「
融
通
念
仏
ナ
ム
ア
ミ
ダ
」
を
唱
え
て
い
る
。
鉦
講
は
九
ツ
鉦
か
ら
三
ツ
鉦
ま
で
で
、

次
に
僧
の
「
願
以
此
功
徳
―
―
」
と
い
う
総
回
向
と
内
外
（
な
い
げ
）
十
念
を
唱
え
、
本
廻
向
は
終
わ
る
。

六
〇



　
（
前
座
・
迎
え
鉦
）　

撞
木
合
せ
↓
地
念
仏
（
各
三
回
）
↓
佛
が
け
念
仏
（
各
一
回
）
↓
陀
が
け
念
仏
（
各
一
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ァ
パ
イ
ダ
ァ
ハ
イ
↓
九
ツ
鉦
↓
七
ツ
鉦
↓
三
ツ
鉦

　
（
回
向
鉦
）　　
　
　

光
明
遍
照　

十
方
世
界　

念
佛
衆
生　

摂
取
不
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ァ
パ
イ
ダ
ー
ハ
イ
…
…
…
…
…
以
下
三
ツ
鉦
迄

　
（
送
り
鉦
）　　
　
　

九
ツ
鉦
↓
七
ツ
鉦
↓
三
ツ
鉦

　

双
盤
二
枚　

享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
。

　

双
盤
銘　

 

享
保
十
乙
巳
天
和
刕
山
邊
郡
白
石
大
栄
山
興
善
寺
什
物　

第
十
九
世
見
亮
代　

能
本
生
願
信
士
也　

施
主
牟
山
村
平
七　
（
墨
書
）

□
佛
住
西
村
左
近
宗
春
作

　
　
　
　
　

 

享
保
十
乙
巳
天
和
刕
山
邊
郡
白
石
大
栄
山
興
善
寺
什
物　

第
十
九
世
見
亮
代　

為
浄
解
信
士
妙
安
信
女
也　

施
主
當
所
源
重
良
（
墨

書
）
□
佛
住
西
村
左
近
宗
春
作
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西
念
寺　

奈
良
県
天
理
市
福
住 

（
二
〇
一
四
／
一
一
／
一
三
調
査
）

　

都
祁
白
石
か
ら
そ
う
離
れ
て
い
な
い
西
念
寺
（
融
通
念
仏
宗
）
に
鉦
講
が
あ
る
。
福
住
の
鉦
講
は
一
度
中
断
し
た
が
昭
和
三
〇
年
こ

ろ
に
興
善
寺
か
ら
習
い
復
活
し
た
。
し
た
が
っ
て
儀
礼
は
興
善
寺
と
同
じ
で
あ
る
。
十
夜
は
十
一
月
十
三
日
で
昼
行
わ
れ
法
要
後
百
万

遍
が
あ
る
。
興
善
寺
・
西
念
寺
は
在
家
が
二
枚
で
叩
く
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

双
盤
二
枚　

年
代
な
し　
（
墨
書
二
枚
同
じ
）
東
室
町
出
羽
宗
味
誠
定
作

六
一



五　

大
阪
府
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大
念
仏
寺　

大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町 

（
一
九
九
九
／
一
〇
／
八
・
二
〇
〇
〇
／
一
／
一
六
調
査
）

　

大
念
仏
寺
は
融
通
念
仏
宗
の
総
本
山
で
、
一
月
・
五
月
・
九
月
十
六
日
に
本
堂
で
百
万
遍
の
数
珠
繰
り
を
行
う
、
そ
の
時
二
枚
の
双

盤
鉦
と
伏
せ
鉦
で
僧
侶
が
念
仏
を
称
え
る
。

（
百
万
遍
時
）
双
盤
二
枚

　

31　

瑞
寶
寺　

大
阪
府
阪
南
市
自
然
田 

（
二
〇
一
三
／
七
／
一
四
・
二
〇
一
三
／
八
／
三
調
査
）

　

阪
南
市
の
浄
土
宗
寺
院
に
は
回
番
御
忌
が
あ
り
、
一
〇
カ
寺
で
一
巡
す
る
。
阪
南
市
で
双
盤
念
仏
の
残
っ
て
い
た
寺
院
は
回
番
御
忌

の
寺
に
多
い
。
瑞
寶
寺
も
そ
の
一
つ
で
、
近
年
で
は
二
〇
一
四
年
四
月
に
回
番
御
忌
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
山
門
に
櫓
を
組
ん

で
双
盤
念
仏
が
称
え
ら
れ
る
。
毎
年
彼
岸
中
日
、
八
月
三
日
施
餓
鬼
・
十
五
日
盆
・
二
十
四
日
盆
踊
り
、
十
一
月
二
十
三
日
十
夜
、
毎

月
二
五
日
元
祖
講
に
は
本
堂
で
称
え
ら
れ
る
。
講
員
は
一
子
相
伝
で
二
三
軒
の
決
ま
っ
た
家
の
男
子
し
か
参
加
で
き
な
い
。
入
る
時
は

イ
リ
ク
（
入
り
組
）
と
い
っ
て
一
ヶ
月
ほ
ど
練
習
を
す
る
。
双
盤
鉦
は
カ
シ
ラ
と
シ
モ
二
番
〜
四
番
の
四
枚
で
四
人
が
双
盤
台
に
座
っ

て
叩
く
。
叩
き
方
称
え
方
の
名
称
は
な
い
が
、
始
め
に
お
十
念
で
撞
木
を
一
文
字
に
額
に
か
ざ
し
、
十
念
↓
六
字
念
仏
↓
掛
け
念
仏
↓

セ
メ
↓
七
五
三
打
ち
止
め　

の
構
成
に
な
っ
て
い
る
が）
19
（

、
円
を
描
く
様
に
し
て
叩
く
撞
木
の
叩
き
方
に
特
徴
が
あ
る
。
双
盤
念
仏
は
法

要
の
前
に
称
え
ら
れ
、
双
盤
が
終
わ
っ
て
か
ら
僧
が
喚
鐘
を
叩
き
入
堂
す
る
。

　

双
盤
鉦
二
枚　

元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
、
二
枚
昭
和
二
十
八
年
再
鋳
造

六
二



双
盤
銘　

元
文
三
戊
午
五
月
日
年　

為
求
法
浄
欣　

誠
誉
妙
意
終
覚
正
臨
慶
誉
妙
喜　

施
主
芝
野
半
九
衛
門
敬
白　

京
大
佛
住
西
村
左
近
宗
春
作

　

元
文
三
戊
午
五
月
日
年　

為
求
法
浄
欣　

為
誠
誉
妙
意　

先
祖
法
界　

施
主
芝
野
半
九
衛
門
敬
白　
　

京
大
佛
住
西
村
左
近
宗
春
作

　

昭
和
廿
八
年
十
二
月
再
鋳　

施
主
古
野
平
重　

泉
刕
東
鳥
取
村
自
然
田　

瑞
寶
寺
（
墨
書
）
音
声
改
メ　

大
極
上
　々

壱
尺
一
寸

　

昭
和
廿
八
年
十
二
月
再
鋳　

施
主
松
波
正
治　
（
墨
書
）
尺
一
寸　

音
声
改
メ　

極
上
等　

大
極
上
　々

壱
尺
一
寸

　

な
お
阪
南
市
の
以
下
の
寺
に
は
双
盤
念
仏
が
あ
り
、
譜
が
あ
る）

20
（

。

・
黒
田　

黒
田
寺　

地
の
念
仏
↓
三
返
か
え
し
↓
落
と
し
念
仏
↓
せ
め

・ 

箱
作　

宗
福
寺　

 

六
字
詰
め
↓
ぶ
が
け
↓
回
向
（
一
つ
攻
め
・
ダ
ガ
ケ
・
二
つ
攻
め
・
三
つ
ぜ
め
）
↓
回
向
四
つ
字
↓
江
戸
上
↓
三

つ
字
↓
大
た
ぐ
り
↓
切
金

・
石
田　

裕
道
寺　

念
仏
↓
掛
け
念
仏
↓
六
遍
返
し　
　
　

網
引
き
念
仏

・
鳥
取　

西
光
寺　

念
仏
↓
ブ
か
け
↓
ダ
か
け
↓
念
仏

六　

和
歌
山
県

　

32　

報
恩
講
寺　

和
歌
山
市
大
川 

（
一
九
九
五
／
五
月
調
査
）

　

西
山
浄
土
宗
の
報
恩
講
寺
は
法
然
上
人
が
讃
岐
に
流
さ
れ
、
そ
の
帰
途
難
破
し
て
大
川
の
海
岸
に
着
い
た
所
で
あ
る
。
そ
れ
に
ち
な

ん
で
旧
暦
十
月
十
八
〜
二
十
日
、（
新
暦
の
十
一
月
二
十
二
日
〜
二
十
四
日
）
に
円
光
大
師
大
会
式
が
毎
年
あ
り
、
そ
の
時
に
双
盤
念

仏
が
称
え
ら
れ
た
。
大
川
流
と
い
い
、大
阪
府
の
南
部
か
ら
和
歌
山
県
の
北
部
に
広
ま
っ
て
い
る
。
参
詣
に
き
た
和
歌
山
市
湊
鉦
講（
昭

和
七
年
）・
和
歌
山
市
中
之
島
鉦
講
（
昭
和
十
七
年
）
の
奉
納
額
が
あ
る
。
大
阪
の
岸
和
田
・
淡
輪
か
ら
も
来
て
い
た
。

鉦
は
八
枚
で
二
枚
鉦
を
四
人
で
叩
く
。
鉦
は
二
枚
を
向
か
い
合
わ
せ
の
鉦
で
両
手
で
た
た
い
た
。

六
三



　

日
中
・
日
没
・
初
夜
と
法
要
の
前
に
交
代
で
叩
い
た
。
戦
後
し
ば
ら
く
続
い
た
が
、
現
在
は
や
っ
て
い
な
い
。

双
盤
鉦
八
枚　

 

宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
、
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年　

二
枚
・
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年　

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年　

紀
州

海
士
郡
大
川
浦
慈
雲
山
報
恩
講
寺
什
物

　

33　

総
持
寺　

和
歌
山
市
梶
取 

（
一
九
九
九
／
五
／
一
三
調
査
）

　

西
山
浄
土
宗
本
山
の
梶
取
総
持
寺
は
双
盤
念
仏
が
あ
り
、
梶か

ん

取ど
り

流
、
デ
カ
ン
流
と
し
て
広
ま
っ
て
い
た
。
四
月
十
四
日
の
善
導
忌
に

叩
か
れ
、
周
辺
の
鉦
講
が
集
ま
っ
た
。

双
盤
二
枚　
　
　
　
（
戦
後
の
も
の
）

　

34　

阿
弥
陀
寺　

和
歌
山
市
鳴
神 

（
二
〇
一
六
／
五
／
一
一
調
査
）

　

浄
土
宗
阿
弥
陀
寺
に
は
藩
主
徳
川
頼
宣
が
秀
忠
の
た
め
に
建
て
た
と
す
る
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
年
の
御
霊
屋
が
移
築
さ
れ
て
あ

る
。
双
盤
鉦
一
枚
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
が
あ
る
が
、
使
途
は
不
明
で
あ
る
。

双
盤
銘　

宝
暦
八
寅
天
正
月
吉
日　
　

紀
州
名
草
郡
鳴
神
村
阿
弥
陀
寺
什
物　

勝
誉
玄
柏
□
代

　

35　

地
蔵
寺　

和
歌
山
県
海
南
町
下
津
大
窪 

（
一
九
九
九
／
五
／
一
四
・
二
〇
一
六
／
五
／
一
一
・
二
〇
一
六
／
九
／
二
三
調
査
）

　

地
蔵
寺
は
旧
下
津
町
大
窪
に
あ
る
が
、
有
田
川
町
の
西
山
浄
土
宗
禅
長
寺
末
で
海
南
市
の
称
名
寺
が
兼
務
し
て
い
る
。
五
月
七
日
の

六
四



施
餓
鬼
と
春
秋
彼
岸
・
巡
回
説
教
時
に
双
盤
念
仏
が
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る）

21
（

。
下
津
町
に
あ
る
西
山
浄
土
宗
の
十
三
ヶ
寺
は
昭
和

五
十
四
年
よ
り
輪
番
御
忌
を
組
ん
で
い
る
。
双
盤
念
仏
は
「
鐘
講
」
と
も
い
い
四
枚
の
鉦
で
大
川
の
報
恩
講
寺
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
ま
ず
総
代
が
半
鐘
で
喚
鐘
を
叩
く
。
説
教
師
の
説
教
が
あ
る
時
は
入
退
堂
に
「
高
座
つ
け
」
の
双
盤
を
叩
く
。
法
要
の
中
で
は

「
回
向
」
を
称
え
る
。「
上か
み

」
は
音
頭
を
と
る
人
で
一
人
、
あ
と
の
三
人
は
「
下し

も

」
で
全
般
に
上
下
の
掛
け
念
仏
を
と
な
え
る
。
双
盤
の

譜
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
現
在
六
字
・
四
辻
・
回
向
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
ば
ん
つ
け
↓
六
字
↓
ぶ
が
け
↓
か
し
ら
ぬ
き
↓
ぶ
が
け
↓
ぶ
が
け
↓
地
↓
御
つ
け
↓
地
↓
二
つ
ぬ
き
↓
地
↓
よ
せ
よ
つ
じ
↓
回

向
↓
も
ろ
う
ち
。
回
向
は
六
字
詰
め
と
も
い
う
。

　

和
歌
山
県
で
双
盤
念
仏
が
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
系
統
は
真
如
堂
の
念
仏
に
近
く
、
西
山
派
の
白
木
念
仏
と
は

異
な
る
。
双
盤
鉦
は
四
枚
で
一
枚
は
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
の
古
鉦
で
あ
る
。
他
、
昭
和
四
十
一
年
二
枚
、
昭
和
五
六
年
一
枚

双
盤
銘　

紀
刕
海
士
郡
加
茂
大
窪
村
向
釈
山
長
福
寺
常
住
心
空
祖
閑
代　
　

正
徳
五
歳
未
ノ
二
月
十
五
日　
　

粉
河
蜂
屋
正
勝
作

　

36　

常
行
寺　

和
歌
山
県
海
南
市
下
津
大
崎 

（
二
〇
一
六
／
九
／
二
三
調
査
）

　

常
行
寺
は
双
盤
念
仏
を
復
興
し
よ
う
と
し
て
、
近
隣
の
寺
か
ら
双
盤
鉦
を
集
め
て
い
る
。
現
在
九
枚
の
鉦
が
あ
る
。
双
盤
念
仏
は
一

度
再
興
し
て
い
る
。
双
盤
鉦　

正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
・
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
・
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
・
文
化
三
（
一
八
〇
六
）

年
二
枚
・
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
・
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
・
他
、
年
代
な
し

双
盤
銘　

正
徳
四
午
五
月
十
五
日　

施
主
藤
岡
庄
右
衛
門
年　

粉
河
蜂
屋
正
勝
作　
　
　

紀
州
海
士
郡
大
崎
浦
常
行
寺
什
物
還
誉
代

六
五



　
　
　

寛
保
三
癸
亥
十
一
月
日
粉
河
蜂
屋
正
勝　

紀
州
海
士
郡
加
茂
谷
方
村
禅
定
寺
十
一
世
鑑
誉
代

　
　
　

宝
暦
八
戊
寅
年
三
月
日
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
二
枚　

粉
河
蜂
屋
正
勝

　
　
　

明
和
三
丙
戌
年
三
月
十
七
日
粉
河
薩
摩
掾
蜂
屋
勝
原
正
勝
紀
州
海
士
郡
加
茂
谷
方
橘
本
村
阿
弥
陀
寺
什
物

　
　
　

天
明
二
寅
年
三
月
日　

橘
本
村
阿
弥
陀
寺
什
物

　
　
　

文
化
三 

丙
寅
三
月
吉
日
紀
州
海
士
郡
加
茂
下
村
極
楽
寺
什
物
響
誉
代　

先
祖
代
々
為
家
内
一
切
精
霊
菩
提　

施
主
宮
尾
藤
四
郎　
（
墨
書
）

粉
河
住
蜂
屋
□
□
正
勝

　
　
　
（
同
年
他
一
枚
）
施
主
惣
檀
中

女
郎
幸
次
郎　

加
茂
□
市
ノ
坪
村
薬
師　
　

江
戸
西
村
和
泉
守
作　
　
　
　

銘
な
し
（
一
枚
）

　

37　

得
生
寺　

和
歌
山
県
有
田
市
糸
賀 

（
一
九
九
四
／
七
／
一
五
・
一
九
九
九
／
五
／
一
四
・
調
査
）

　

中
将
姫
が
継
母
に
捨
て
ら
れ
た
と
す
る
雲
雀
山
に
あ
る
西
山
浄
土
宗
の
寺
で
毎
年
五
月
十
五
日
に
中
将
姫
の
大
会
式
と
し
て
二
十
五

菩
薩
の
来
迎
会
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
時
双
盤
念
仏
が
称
え
ら
れ
、
鉦
も
残
っ
て
い
る
が
現
在
中
断
し
て
い
る
。

双
盤
鉦　

寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
二
枚
・
文
化
三
（
一
八
〇
五
）
年
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
、
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
年

双
盤
銘　

寛
政
二
庚
戌
歳
年
三
月
吉
日　

紀
州
有
田
郡
糸
賀
庄
雲
雀
山
得
生
寺
堅
隋
上
人
代
常
什
物　

為
松
月
順
了
信
士
松
月
妙
了
禅
尼　

先
祖

　
　

代
々
菩
提
也　

施
主
和
歌
山
一
半
町
岡
崎
屋
嘉
右
衛
門　

武
州
江
戸
神
田
住
西
村
和
泉
守

　
　

文
化
三
子
八
月
十
八
日
有
田
郡
西
村
延
命
寺
妙
照
信
女　

施
主
元
市
太
夫
天
保
十
二
年
村
ヨ
リ
求
ム　
　

粉
河
庄
福
井
良
□
作

　
　

文
化
五
寅
三
月
吉
日
宮
原
組
福
勝
寺
常
什
物
信
空
霊
誉
代　

施
主
藤
園
半
之
右
衛
門　
（
墨
書
）
粉
河
住
蜂
屋
薩
摩
掾
源
正
勝
作

　
　

文
化
十
五
寅
三
月
吉
日　

宮
原
組
福
勝
寺
常
什
物
信
空
霊
誉
代　

施
主　

伊
藤
宗
平
次　

粉
河
住
蜂
屋
薩
摩
掾
源
正
勝
作

　

38　

深
専
寺　

和
歌
山
県
湯
浅
町
湯
浅 

（
二
〇
一
六
／
九
／
二
三
調
査
）

　

湯
浅
の
町
中
に
あ
る
西
山
浄
土
宗
の
古
刹
で
本
堂
は
寛
文
年
間
の
も
の
。
双
盤
一
基
が
あ
る
。
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
使
途
不
明

六
六



双
盤
鉦
銘　

正
徳
五
乙
未
南
呂
二
十
五
日　

紀
州
在
田
郡
湯
浅
邑
玉
光
山
深
専
寺
什
具
懐
翁
真
衛
代

　
　
　
　

為
六
親
眷
属
菩
提　

寄
進
者
法
眼
弥
兵
衛　
　

粉
河
蜂
屋
正
勝

七　

兵
庫
県

　

39　

常
楽
寺　

兵
庫
県
加
古
川
市
東
神
吉
町
神
吉 

（
二
〇
一
六
／
九
／
二
二
調
査
）

　

兵
庫
県
の
加
古
川
市
高
砂
市
近
辺
に
は
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
の
寺
が
多
く
、
二
十
六
ヶ
寺
の
禅
林
寺
派
の
寺
で
善
導
忌
門
中
を
組

み
、
四
月
の
善
導
忌
を
順
番
に
行
っ
て
い
る
。
二
十
六
年
に
一
回
、
番
寺
が
回
っ
て
く
る
と
大
法
要
に
な
る
。
常
楽
寺
で
は
そ
の
時
に

双
盤
念
仏
を
行
う
。
毎
年
は
春
秋
彼
岸
と
十
夜
に
二
枚
鉦
を
た
た
く
。
双
盤
は
鉦
講
の
人
が
叩
き
、
須
弥
壇
に
向
か
っ
て
左
の
人
が

上か
み

、
左
の
人
が
下し

も

で
あ
る
。
現
在
は
発
願
文
の
あ
と
に
短
く
双
盤
念
仏
を
い
れ
る
が
、
全
体
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

高
座
お
り
↓
教
啓
（
三
念
仏
）
↓
掛
け
念
仏
↓
七
五
三
↓
前
の
五
五
三
↓
つ
づ
き
↓
後
の
五
五
三
↓
つ
づ
き
↓
回
向
鉦
↓
高
座
お
り

双
盤
鉦
二
枚　

享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
。

双
盤
銘　

 

享
保
十
二
丁
未
天
閏
正
月
日　

為
一
誉
宗
感
釈
尼
妙
安
紫
空
宗
雲
紫
覚
如
雲
観
月
休
意
覚
挙
妙
安　

施
主　

神
吉
五
郎
左
衛
門
太
郎
左

衛
門
太
兵
衛　

播
州
印
南
郡
神
吉
村
法
性
山
常
楽
寺
什
物　

千
隆
和
尚
代　

京
大
佛
之
住
人
西
村
左
近
藤
原
宗
春
作

（
二
枚
目
）
為
松
岳
宗
林　

正
宿
了
圓　

一
法
休
心　

天
空
妙
空　

了
空
宣
明　

圓
念
法
心　

施
主　

神
崎
清
左
衛
門　
　

以
下
同
じ

　

40　

常
福
寺　
　

兵
庫
県
加
古
川
市
神
吉
大
国 

（
二
〇
一
六
／
九
／
二
二
調
査
）

　

常
福
寺
は
常
楽
寺
の
孫
寺
で
明
治
十
三
年
の
二
枚
の
双
盤
鉦
が
あ
る
。
使
途
不
明
で
叩
い
た
こ
と
が
な
い
。

六
七



双
盤
鉦
二
枚　

明
治
十
三
年
八
月　

播
磨
国
印
南
郡
大
國
村
常
福
寺
什
物

　

41　

龍
泉
寺　
　

兵
庫
県
加
古
川
市
加
古
川
町
平
野 

（
二
〇
一
六
／
一
二
／
九
調
査
）

　

龍
泉
寺
も
善
道
忌
門
中
の
一
ヶ
寺
で
あ
る
。
本
堂
に
隣
接
し
て
善
光
寺
堂
が
あ
る
。
阿
弥
陀
堂
善
光
寺
と
し
て
別
の
場
所
に
あ
っ
た

も
の
を
移
築
し
た
。
善
光
寺
仏
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
双
盤
鉦
二
枚
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
。

双
盤
銘　
　
　

宝
永
六
年
己
丑
九
月　

播
州
一
鱗
山
龍
泉
寺　

俊
廓
上
人
代　

施
主
布
屋　

一
峯
妙
心

（
二
枚
同
じ
）
京
堀
川
住
筑
後
大
掾
常
味
作

ま
と
め　

以
上
の
事
例
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。

　

一
、
楷
定
念
仏
・
双
盤
念
仏
は
僧
や
説
教
師
の
入
退
場
に
称
え
叩
か
れ
る
。

　

二 

、
法
要
の
中
で
行
わ
れ
る
念
仏
は
「
回
向
鉦
」「
役
鉦
」
と
い
い
雲
版
・
双
盤
を
叩
き
念
仏
を
称
え
る
。
こ
れ
を
「
六
字
詰
め
」
と

い
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
楷
定
念
仏
と
は
別
の
念
仏
と
考
え
ら
れ
る
。

　

三 

、
楷
定
念
仏
の
冒
頭
に
唱
え
ら
れ
る
の
は
「
三
念
仏
・
三
遍
返
し
」
と
い
い
３
×
３
回
の
念
仏
を
称
え
る
。
三
念
仏
（
歌
念
仏
）

↓
掛
け
念
仏
↓
鉦
の
叩
き
と
い
う
構
成
は
共
通
し
て
い
る
。

　

四 

、
京
都
真
如
堂
・
一
口
の
よ
う
に
多
人
数
の
鉦
を
叩
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
に
新
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
三
遍
返
し
を
一

回
ず
つ
各
人
が
称
え
叩
く
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

六
八



注（１ 

）
坂
本
要
「
東
京
の
双
盤
念
仏
」『
史
誌
』
一
四
号
大
田
区
史
編
纂
室
、
一
九
八
〇
、『
東
京
都
双
盤
念
仏
調
査
報
告
』
東
京
都
教
育
委
員
会
、

一
九
九
〇
・「
上
和
田
の
双
盤
念
仏
」『
大
和
市
史
研
究
』
二
八
号　

神
奈
川
県
大
和
市
総
務
部
総
務
課
、
二
〇
〇
二
、「
神
奈
川
県
の
双
盤
念
仏
」

『
民
俗
学
論
叢
』
二
九
号　

相
模
民
俗
学
会
二
〇
一
四
・「
入
間
市
周
辺
と
関
東
の
双
盤
念
仏
」『
入
間
市
博
物
館
紀
要
』
一
一
号　

入
間
市
立
博

物
館
二
〇
一
五
・「
双
盤
念
仏
の
分
布
と
構
成
」　
『
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
記
念
論
集
』
法
蔵
館
に
〇
一
五
・「
善
光
寺
と
名
越
派
の
双
盤
念
仏
」

『
仏
教
経
済
研
究
』
四
五
号
駒
沢
大
学
仏
教
経
済
研
究
所
二
〇
一
六

（
２ 

）
安
土
問
答
・
安
土
宗
論
に
関
し
て
は
辻
善
之
助
『
日
本
佛
教
史　

近
世
篇
之
一
』
岩
波
書
店
、一
九
五
二
・
中
尾
堯
「
安
土
宗
論
の
史
的
意
義
」『
日

本
歴
史
』
一
一
二
号
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
七
・
高
木
豊
「
安
土
宗
論
拾
遺
」『
日
本
歴
史
』
一
六
八
号
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
・
河
内
将
芳

「
安
土
宗
論
再
見
」『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六

（
３ 

）
浄
厳
院
は
正
平
年
間
（
一
三
四
六
〜
一
三
六
九
）
佐
々
木
六
角
氏
の
氏
寺
慈
恩
寺
と
し
て
天
台
宗
の
密
教
様
式
の
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
境
内
に
は
元
禄
一
六
（
一
七
〇
五
）
年
に
建
て
ら
れ
た
禅
宗
様
式
の
不
動
堂
が
あ
り
、
こ
の
期
に
禅
宗
の
法
具
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
『
重
要
文
化
財
浄
厳
院
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』、
一
九
六
七

（
４ 

）
一
説
に
は
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
、
織
田
信
長
の
安
土
城
の
開
城
を
記
念
す
る
「
開
城
念
仏
」
と
す
る
。
平
裕
史
「
安
土
・
浄
厳
院
の
楷
定

念
仏
」『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
資
料
編
』
隆
文
館
、
一
九
六
六
参
照
。

（
５ 

）
井
ノ
口
泰
溫
「
観
経
疏
楷
定
記
改
題
」
一
九
三
四
↓
『
西
山
全
書
第
六
巻
』
文
栄
堂
書
店
、
一
九
六
四
、
所
収

（
６ 

）『
隆
堯
法
印
と
阿
弥
陀
寺
・
浄
厳
院
』
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、一
九
九
一
・
伊
藤
唯
真
「
近
江
に
お
け
る
浄
土
宗
教
団
の
展
開
」『
仏
教
論
叢
』 

８
号
浄
土
宗
教
学
院
、
一
九
六
〇

（
７
）
成
田
俊
治
「
法
界
寺
の
双
盤
念
仏
」『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
資
料
編
』
隆
文
館
、一
九
六
六
、二
四
六
頁
に
写
真
と
と
も
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
８ 

）
深
貝
慈
光
「
真
如
堂
の
十
夜
念
仏
」『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
資
料
編
』
隆
文
館
、一
九
六
六
・
鷲
見
定
信
「
浄
土
宗
の
十
夜
法
要
」『
日
本
仏
教
』  

44
号
日
本
仏
教
研
究
会
、一
九
七
七
・
芹
川
博
通
「
十
夜
法
要
―
そ
の
習
俗
と
課
題
―
」『
浄
土
宗
の
諸
問
題
』
雄
山
閣
、一
九
八
八
・
米
田
実
「
真

如
堂
の
十
夜
念
仏
」『
京
都
府
の
民
俗
芸
能
』
京
都
府
教
育
庁
指
導
部
文
化
財
保
護
課
、
二
〇
〇
〇
・
福
持
昌
之
「
真
如
堂
に
お
け
る
十
夜
法
要

と
双
盤
念
仏
―
僧
侶
の
念
仏
か
ら
世
俗
の
鉦
講
へ
―
」『
宗
教
と
社
会
』
二
一
号
、「
宗
教
と
社
会
」
学
会
、
二
〇
一
五

（
９
）
真
正
極
楽
寺
真
如
堂
『
慈
覚
大
師
と
引
声
阿
弥
陀
経
会
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照

（
10
）
坂
本
要
「
双
盤
念
仏
の
分
布
と
構
成
」『
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
記
念
論
集
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
五

（
11 

）『
檀
林
滝
山
大
善
寺
誌
』（
文
政
四
年
一
八
二
一
↓
『
浄
土
宗
全
書
』
二
〇
）
所
載
の
「
滝
山
大
善
寺
十
夜
勧
進
記
」（
文
政
三
年
﹇
一
八
二
〇
﹈

六
九



年
）
に
戦
国
末
期
滝
山
城
に
て
戦
死
し
た
亡
魂
を
弔
う
た
め
開
祖
讃
誉
上
人
が
十
夜
法
会
を
開
い
た
こ
と
を
述
べ
、
十
一
世
廣
誉
上
人
が
諸
堂

を
再
興
し
「
い
よ
い
よ
儀
軌
厳
重
に
執
行
に
至
れ
り
」
と
あ
る
。
儀
軌
と
は
十
夜
法
要
の
儀
軌
で
、別
に
十
一
世
中
興
廣
誉
上
人
に
つ
い
て
「
寛

文
七
（
一
六
六
七
）
年
諸
堂
再
建
並
ニ
十
夜
を
企
二
夜
三
日
」
と
あ
る
。
双
盤
鉦
の
最
古
は
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
で
あ
る
。
こ
の
期
に
儀

軌
を
整
備
し
双
盤
鉦
が
十
夜
に
用
い
ら
れ
事
が
始
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

※ 　

参
考　

坂
本
要
二
〇
一
六
及
び
相
原
悦
夫
「
瀧
山
大
善
寺
の
本
末
形
成
と
浄
土
宗
関
東
十
八
壇
林
へ
の
参
入
」『
瀧
山
大
善
寺
研
究
』
一
号

二
〇
〇
三
「
大
善
寺
十
夜
の
法
会
・
縁
日
」『
桑
都
民
俗
』
第
四
号
、
一
九
八
六
、
に
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
、
大
善
寺
は
十
一
世
廣
誉
上

人
が
関
東
十
八
壇
林
の
優
位
を
た
も
つ
た
め
「
十
夜
法
要
儀
則
」
を
制
定
し
、
大
善
寺
流
双
盤
念
仏
の
流
儀
を
整
え
た
と
あ
る
。

（
12
）
福
持
昌
之
、
二
〇
一
五

（
13
）
坂
本
要
、
二
〇
一
五

（
14
）
渡
辺
貞
麿
「
百
万
遍
念
仏
考
―
『
台
記
』
の
場
合
を
中
心
に
」『
文
藝
論
叢
』
二
五
号
大
谷
大
学
文
藝
学
会
、
一
九
八
五

（
15 

）
上
田
良
準
「
白
木
念
仏
に
つ
い
て
」
日
本
仏
教
学
界
編
『
仏
教
儀
礼
』
平
楽
寺
書
店
、一
九
八
七
・「
白
木
念
仏
の
法
語
と
儀
礼
」『
西
山
学
報
』  

26
、
西
山
短
期
大
学
、
一
九
七
八

（
16
）「
東
一
口
の
双
盤
念
仏
」『
京
都
の
文
化
財
』
二
八
号　

京
都
府
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
、
京
都
府
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

（
17
）『
円
明
寺
の
民
俗
―
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
―
』
神
奈
川
大
学
常
民
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
二

（
18 

）
都
祁
白
石
興
善
寺
の
報
告
は
筆
者
の
調
査
を
含
め
「
柘
植
白
石
興
善
寺
の
双
盤
念
仏
」『
奈
良
県
の
民
俗
芸
能
』
２
（
奈
良
県
教
育
委
員
会

二
〇
一
四
）
六
六
〇
〜
六
六
六
頁
に
詳
細
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
十
夜
の
部
分
を
略
述
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
19
）『
阪
南
町
史　

上
巻
』
五
一
四
頁　

阪
南
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
三

（
20
）『
大
阪
府
の
民
俗
芸
能
』
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九

（
21
）
藤
井
弘
章
「
大
窪
の
民
俗
」『
大
窪
の
笠
踊
り
調
査
報
告
』
海
南
市
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
五

七
〇


